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by Efu Matsumoto 


誰もが気軽に利用できるようになったイン 
ターネットの普及によって世の中全体が情報 
社会となり、必要以上に溢れる情報の中から 
自分が"今"欲しい情報を簡単に入手すること 
を可能にした。一々『広辞苑』や専門書等から 
時間をかけて隈無く探し、ありつけたと思っ 
たら大したことなかったりして、そんな手間 
が省けたので少なくとも時間にも余裕が出来 
たわけだ。時間といろ意味では、日々新しい 
情報が何処からか発信されることによって流 
行の移り変わりも非常に速くなり、他の興味 
の対象物に目を奪われたすきに、あっという 
間に状況が変わってしまうということはしょ 
っちゆうある。ただ、その環境と状況は作為 
的に操作されていることもしばしばあり、中 
でもメディアの影響力は非常に大きく、特に 
現在の日本はその傾向にあると思う。 

過去に何度も書いたけど本誌は、一般的に 
括られているジャンルを良い意味で無視した 
ライヴを何度も体験し、その本来あるべき姿 
に共感したのが製作するきっかけとなった。 
また日本はもちろんのこと、海外で活動する 
格好良いバンドはたくさん存在するのだけれ 
ども、日本における知名度であったり評価が 
あまりよろしくないようなバンドもいるのだ。 
全てではないにしろ、何だかんだ言ったって 
パンクやハードコアにしたって、既存のメディ 
アによる影響は否定できず、素晴らしくても 
埋もれているパンドは数多いのだ。ただし上 
記のようなことからメディアに露出すること 
を拒むパンドもいるけど、それはそれでバン 
ド側の方針だから構わないし良いわけで、こ 
こで言いたいのはバンドあってこそのメディ 
アであることが重要なのだ。 

021 Content Policy 


では本誌はどラなのか。限られたメディア 
しか存在しない日本において、必要性を感じ 
たからといろのはもちろんのこと、自分が好 
きなパンドを何らかの形でバックアップした 
いという気持ちによるところが大きい。個人 
レベルで製作しているので情報量の部分で他 
誌に比べ劣る部分はあるが、企業による利権 
が関わっていないので、本当の意味での好き 
なバンドばかりを掲載している。そのため現 
時点では広告を掲載していないけど、いろん 
な人が手にとって読んでみたいと思えるファ 
ンジンでありたいので、ある程度のクオリテ 
ィーは保ちたいが、正直、全部数をさばいた 
としても利益はほとんど無いに等しく、現状 
ではこのページ数が限界なのだ。また自分を 
含め本誌に関わっているスタッフは皆本業は 
別にあり、仕事の合間をぬって製作に携わっ 
ているので、2002年末に発行という当初予 
定していた期日を大きくオーバーしてしまっ 
たのも合わせてご了承願いたい。誤字脱字に 
関しても、何度も繰り返し確認しているのだが、 
結局減らなかった。一般誌では通常校正する 
スタッフがいるのだが、やはりそこも利益を 
生まないファンジンなので、その部分にお金 
や時間をかけるわけにはいかないのだ。今後、 
一応注意していこうと心掛けていますが...。 

私個人的な考えであるが、現在の日本にお 
いてはファンジンなる存在が定着していない 
ような気もするけど、80年代から90年代初 
頭までファンジンは数多く存在し、その影響 
力がどれほどまでのものであったか推測でし 
かないが、少なくとも私個人としては面白か 
ったと思う。ライヴで表現された主張であっ 
たり、勢いがバンドの本質を知る上で重要な 




のはもちろんであるが、それらフアン 
ジンによってライヴでは体感できない 
バンド側の素の部分を味わうことができ、 
素直に面白いと思ったのだ。本誌を手 
にとってくれた人なら御存知と思うが、 
現在私の知る限りクラストコアを中心 
とした内容の 『Crust War 』、 少々音楽 
的に違うかもしれないがスラッシュメ 
タルを中心とした 『 Kabbala 』 がたいへ 
ん面白く、個人レベルで反商業的姿勢 
にも関わらず、クオリティー的には 
商業誌に劣らない出来なのだ。た 
だ本誌がシーンにどれだけ貢献で 
きるかはわからないが、自分が 
読みたいと思うタイプのフアン 
ジンが存在することによって、 

少しでもシーンの活性化にな 
ればと思ろ次第です。 

最後に本誌を製作する上 
で貴重なアドバイス、情報 
ネタを提供してくれた方、 

そして時間を割いてインタ 
ビューに応えてくれたパン 
ドに対してこの場を借りて 
感謝したい。また次号は、日 
本のグラインドコアやブルー 
タルなパンドを特集しようと 
思っています。ただし最初に書 
いたよ*3に、グラインドコアとい 
う括り自体アバウトだし、一概に 
一括りはできないので、本誌的に 
気になるグラインドコア系バンドを 
紹介したいといろように理解してい 
ただきたい。 













最近表立った活動状況があまり伝わって来ていなかった感のある MISERY。 しかし、 
初期の音源を集めたディスコグラフィー盤のリリース、 DISASSOCIATE や EXTINCTION 
OF MANKIND、THOUGHTCRIME とのライヴを決行する等、実は結構バンドとして 
の動きはあるのだが、残念ながら日本への情報の少なさ故にそれ程話題にならなか 
っただけといろのが現状ではないだろろか。 

US クラストを代表する存在であり、ましてや音源自体素晴らしいのだから無視する 
ことはできないのは誰もが認めるところである。そして最近、イギリスを代表すると 
いっても過言ではない EXTINCTION OF MANKIND とのスプリット盤が一部のレコ 
ード店で多く見かけるようになったのを機に、インタビューを試みることにした。や 
はり MISERY は最高なのだ!！！ 
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MISERY i 






RY というバンド名の由来を教えてください。 

]ぃぅ名前は、世界中で起きている苦痛な出来事から得たんた。 


Born...fed...slaughtered 7"(1989) 

Blindead 7"(1989) 

Born...fed...slaughtered 7" (UK version 1990) 
Children of war 7"(1991) 

Production thru destruction 127 CD (1991) 
MISERY/Hellspawn split 7"(1992) 

MISERY/S.D.S. split 12" Japan (1992) 

Live in NYC T (1993) 

Who's the fool...the fool is silence 127CD (1995) 
MISERY uncensored video (1995) 

MISERY censored video (Japan version 1995) 
MISERY/Assrash split 7" picture disc (1996) 
Midnight 7"(1997) 

MISERY/Extinction Of Mankind split 127CD (2001) 
The early years CD (2001) 


































r ： しばらくレコ，-一—二 

Jon Mis ery •■いろい ろな;^"' 、何か感想はありますか？ 

^ないかな。新しい キッズ^うし、 


一 DISCHARGE の新しい CD は聴きましたか？ 

on Misery : いや、聴いていない。 

-現在娜 CH 脈にっいてどう思います？その新し⑽は ㈣ 祕 y とし、化 
，グなレコ-ド会社からリリースされ:ぃ卜上それがへヴィメタル•レ-べ 
Jon 俺，てし=ぼ^===わないけどね 。0 

•ぁれば、どんな 細らて 价ン絲くしていくと 思う 

んだよね。 


with EXTINCTION OF MANKIND split 12" 

(Sin Fronteras Records : PO BOX 8004 Minneapolis, MN 55408] 


SThe Early Years 』 12" 

(Sin Fronteras Records : PO BOX 8004 Minneapolis, MN 5540 8: 








_ 


まぁ==^=;か' ポリテイカル•バンドとか言ゎ ㈣ 

たしかに何_ 

a 、るた♦けだから、俺達の■で作らを自分達のス 
认だけどね。 パンク . シ — ン ^ を他の人は真似するこ 

m 楽をやっているけど俺達ミしてご ドは、同じような格好 
' 俺達としてはそついうことはやリた你、ね 













二， RY 0/ L ン，由来についての質問でも触れましたが、あなた達の怒リの矛先は9 

ブツシ母争十が鳴って起こされた時に怒りを感じるね(笑)。あとは、 
世界中贿っとしていることに怒りを感じているし、クソ宗教のせいで 

多くの人間や動物達が、クソ野郎に殺されているんだ。 、日とし力で 

大 r はまた戦争を始めそうですけど'昨年の 9 . 1 職あなた自卿 

でも日_こムカつく事があるからね。こは、多く 
J 力人力豕に閉ししもつてニュ-ス番組を見て、フリークアウトしたわ 

」二いずれ1 ヒても' アメリカはまたイラクへ攻擊するでしょうね。 

JOn M 叫俺としては' そうならないことを祈っているよ。人を殺す軸なんてないんだから。 

ニノ、-ドコアはそういった怒りを表現した音楽なん です ょね。 

Jon もちろんだよ。ハ-ドコア•パンクはそれが重要なんだ 




『Children of WarJ 7" 


with HELL SPAWN split 7" 


一 では最後の翻ですが、日本についての感想を。 . 卿付右 

Jon M _ :スシ(笑)。日本には本当に素晴らしいバンドゃ人か 
数なんじゃないかな。 GAUZE や HELLCHILD とはミネアボリスで—緒にプレイしたしと 
もあるんだけど、みんなグレイトな人達ばかりだったね。あと健は MCR かり SDS ス 
ブリット盤を出したこともあるんだ。でもまたいつかやりたいね。 


※ 今回使用した写真は EXTINCTION OF MANKIND 、 DISASSOCIATE 、 THOUGHTCRIME とのライヴ時のものです。 


MISERY contact / 3023 Garfield Ave.S, Minneapolis, MN 55048 USA 


MISERY FASrm 







3 卜 H °>。 2 ラ?なグったものの、ラィヴにぉける印象は濃 
^を実していたと思っ。特 L 最近ネタだからというのもあるけれども 
新宿: ンチノックで 行なわれた DS -1 3 とのライヴは非常に エキサ イ^ 
イノク で、 ハスキー ■ヴォイスになる程張り切った パフォーマンスを見廿 
つで てくれたのが印象的 だっ た。自分達自身が FOB の ファンで あ るか 
ン ファンの期待を裏切らないネタを常に考えているの FUCK ON 
BEACH 。 2003 年は初っばなから 1 '何か 1 •をやってくれそうな予感が 


r 0 


FUCK ON THE BEACH 






—以前 『 DOLL 』 誌( N 0.138に掲載)で FUCK ON THE BEACH として影響を受け 
たのは初期 SxOxB や GAI、THE SWANKYS みたいな昔の日本のハードコアと答え 
ていましたが、その辺は今も変わりはないですか？ 

ツヨッシー:そうだね 。 『Great Punk Hits 』 っていうのがあって、そういうのを友達 
からテープにダミンクしてもらったりして。それを聴きまくって、うおおおコレだあ〜、 
俺コレだあああ!！！！みたいな感じで(笑)。 

— それが高校生くらい？ 

ツヨッシー：いや、中2。それまでは聖飢魔 II とかを聴いてたんだ(笑)。あとはデュラ 
ンデュランとかさ0 

—ちようど僕等の歳でいうと、その頃って B 00 WY とかも流行ってましたよね(笑)。 

ツヨッシー:だから B 00 WY でもそうだけど、どこかその前にパンク、ロンドン•パン 
クのイメージっがあって、そういうの聴いてると俺ってパンクじやん、みたいな。と 
にかくパンクには何か通ずるものがあったんだよね。 

—あとはカルチャークラブとか(笑)。 

ツヨッシー：そうそう（笑)。中学の時って洋楽を聴き始める時期でもあって。.シンディ 
一口ーパーとかさ。でも俺はビビビッとくるものがなかったけどね。その時に 『Great 
Punk Hits 』 みたいなのが友達同士のテーブ交換で俺のところに回ってきて、うわあ 
ッコレ凄え〜つて。あとブルーハーツとか、ケンヂ。ケンヂはメジャーに行くか行か 
ないかつて時期だったと思ラんだけどね。あとは GASTUNK とかね。でその後、高校 



に入つてすぐバンドを始めたんだよ。 


一一その時のメンバーは？ 

ツヨッシー:俺がベースで、ドラムがスケ、サンシロウはヴォーカルだったかな。あと 
ギターがいたんだけどね。で STAR CLUB とかやったりして。 

—今の FUCK ON THE BEACH のイメージからすると意外っすね(笑)。 

ツヨッシー：そ5そろ、その時の俺等って革ジャン着てモヒカンだったりしたから、ま 
あそういうのが気に入られて 、 STAR CLUB のオフイシャル•ビデオとかに出演した 
りしたんだ 。 We are STAR CLUB 、 みたいなこと言って（笑)〇 


INTERVIEW 


FUCK ON THE BEACH 


















—いいっすねぇ(爆笑)。 

ツヨッシー:で 『Great Punk Hits 』 や『不法集会』、 GAUZE、LIP CREAM、THE SWANKYS 
とか同時に聴き始めて。あとは STALIN とか。でそういうバンドのコピーとかを始めて。 


一ーバンク•オンリーだったんですね。 

ツヨッシー：そう、パンクしか知らないくらいだね。外国のバンドもだいぶ経ってか 
ら聴き始めたって感じなんだよね、 GBH とか U . K . SUBS とか。でもやっばり俺は 
THE SWANKYS とかが好きだったからね。 

——そう言われてみると FUCK ON THE BEACH って、どこかノイジーな部分で 
THE SWANKYS とかを感じるような気もしてきました。 

ツヨッシー : CHAOS UX •とかもその辺はもちろん聴いたけど、その CHAOS U . K ■に 
影響を受けた THE SWANKYS の方が俺的には良かったんだよね。 

—となると CONFUSE や GAI 辺りの九州ハードコアとかも？ 

ツヨッシ—：そうだね、 GAI と THE SWANKYS に関してはレコード全部持ってるんだ。 
THE SWANKYS が東京に来たときはもちろん観に行ってたからね 。 SPACE INVADERS 
を始めるということも、ヴォーカルの Watch さんから直接聞いたりしたんだ。とにか 
くいろいろ話したよね、その時は。 

—その頃はどんな格好してたんですか？ 

ツヨッシー：その頃初期パンクみたいなことやってたから、 Watch さんみたいな風貌 
からジョン•ライドンみたいな感じに変わってきてたね（笑）。白いワイシャツ着て、 
ネクタイして(笑)。 

——想像つかないっすね(笑)。 

ツヨッシー:そうそう（笑)。でも今思えば、その頃の友達が NO THINK とか だっ たん 
だよね。まあその頃はジャンルなんて関係ないんで、とにかくカッコ良ければいいみ 
たいなのもあって。で俺達は ヒーローズっ てバンドやってて。 デモテープ 作ってね、 
今俺は持っていないんだけど。で俺ジョン•ライドンつて名乗つてたんだ(笑)。 


一一でこの辺までが80年代って感じですかね。 

ッヨッシー：そ5だね、80年代後半。その後はサイコビリーが流行って。俺達もサイ 
コ刈りしてね。91年頃まではサイコビリーとかばっかり聴いてたね。 

— グラインドコアとか聴かなかったんですか？ 

ツヨッシー ： NAPALM DEATH とかは聴いてた、パンク、ハードコアとしてね。あと 
ギターボップみたいなのとかも当時流行ってたけど、グランジ以降の。あ一いろの 
も全然いしヽと思えなかったしね。 

——90年代初頭って何だか良くわからない時期だったと思ろのですが。いろんなの 
が出てきて...〇 

ッヨッシ-:そうそう、その頃になると BEASTIE BOYS を良く聴いたね 、 『Licensed 
To 111』を。あれってパンクじやん。彼等が元々パンク/ハードコアの世界にいたって 
のは当時知らなかったけど、聴いたとき凄くパンクを感じたんだよね。 B ボーイじや 
ないけど、音楽的にはヒップホップみたいなのは好きだったな。今のは全く分からな 
いけど、あの頃のラップは面白かったね。 

THE BEACH 



りハードコアだつたんだよね, 


——音楽的にどんどん FUCK ON THE BEACH から離れてますけど(笑)。 
BEASTIE BOYS みたいなのから、どうやって今のスタイルに？ 

ツヨッシー : PUBLIC ENEMY とかのハードコア.ラップっていうの 
かな、あ一いうものにハマつていつて。ギヤング•スタイルって 
いうのかなあ。 


—— ONYX とか？ 

ツヨッシー:そうそう思い出した 、 rJUDGEMENT 
NIGHTJ だ!!！あれは聴いたな。 

一 ONIX と BIOHAZARD、HOUSE OF 
PAIN と HELMET とかコラボレーション 
した企画モノのやつですよね。 




iFUCK ON THE BEACH 


ツヨツシー:そう、いろんな昔のパン 


クのカヴァーとかしてたじやん、あれ 
つて。ラップとかヒップホップを聴い 


か全く聴いてなかつたのに、追つかけ 


て聴いたものが、気が付いたらやつば 


てた時期で、パンクとかハードコアと 


—なるほど(笑〉。 


—サークル•モッシユ みたいなのは日本でなかつ 
たんじやないですかね、その頃は。 

ツヨツシー：そラだよねえ。 

あ一いろモツシユと 


かさ、大きい 


ツヨッシー: ANTHRAX とかもそういうのあった 
じやん 、 PUBLIC ENEMY とかとさ。で、ビデオと 


か観るとモツシユとかしてて 9 STAR CLUB とかって 


ステージ•ダイビングとかはあつたけど、モッシユはな 
かつたと思ラんだよね。モツシュつてなかったよね？ 


モニタの 


上から 


_ca 

Bm [Jfle 

—もっともあの頃のデスメタルって、メタルよりもハードコア■シーンに近かった 
と思いますけどね。メタルからは完全に疎外されてたし。 

ツヨッシー:そうだね、 EARACHE とかね。でその頃ディスクユニオンが SxOxB を特 
集した冊子を出してて、その中のインタビューを読んでいたら BRUTAL TRUTH って 
格好イイって言ってたんだ。へえ 〜 BRUTAL TRUTH って格好イイんだって。で聴い 
たらやっぱり凄い。 

— TERRORIZER とか？ 

ツヨッシー：そうそう 、 NAPALM DEATH のメンバーが昔やってたっていうんで、聴 
いたりしたね。あとは OBITUARY とかさ。 OBITUARY ってデスメタルだよね？ 

—そうですね。ただ今は別モノみたいになっちやってるけど、あの頃ってデスメタ 
ルもグラインドコアもハードコアも一緒っていうか、同じ括りだったと思います。 

ツヨッシー：そうそう、特に括りはなかったと思うね。デスメタルのコンビレーシヨ 
ン盤を買っても良いパンドは2、3コあって、タメなのはタメだったけど。でも全然覚 
えてないけど、何を買ったか(笑)。 

—今後 FUCK ON THE BEACH として、どのような展開をしていこうと思いますか？ 

ツヨッシー：いろいろな表現はあると思うけど、自分でハードコアパンクだなあと思 
5モノはやっていきたいねえ。 

— 具体的に予定とかやりたい事ってあります？ 

ツヨッシー：2002年は企画とか音源発表はなかったけど、2003年は企画にレコー 
ディングに能動的にがんばりますよ。何をやろうかなあとか、何をやったら楽しめる 
かなあとか、そんな事ばっかり考えているよ。あと、韓国ツアーとかも誘われててす 
けえ興味あるし。海外のライヴはスゲエ楽しいしね。全然モテないけど(笑)。せっか 
くバンドやって自分を表現している訳だし、いろいろな人に見て感じてもらいたいよね。 

—現在の音楽シーンについて何か思う事はありますか？ 

ツヨッシー：今ってお客さんとかにバンドの本気度っていうか、やる気っていうか、そう 
いうのを伝えていると思うし、しっかり本気でやってないと先細りしていくと思うんだよね。 
もちろん生きていくために仕事もしなくてはいけないけど、常にバンドで何をやるかを考 
えているよ。で、ライヴの時とかに集中して表現するっていうか。お金もらっている訳だ 
しフサけられないよね。 

—では最後に、このフアンジンを読んでくれている読者へメッセージを。 

ツヨッシー：2003年は面白い事をたくさんやりますよ〜、期待して間違いないね!！！ 
正月から飛ばしていきますから。2003年も FOB は超命がけで気合い入ってるもんで、 
よろしくう〜。 

FUCK ON THE BEACH 


ビングとかして、凄えカッコいいって。そういうのを観てビビビッとなると俺ってや 
っばりパンクじやん、みたいな。で、ちようどその頃たしか SxOxB がメジヤーデビュ 
一した時期だったんじやないかな。 

—ちよっとデスメタルっぼくなった時期ですよね。 

ツヨッシー:それに関してはビックリしたけど、スラッシュ/ハードコアの魂は薄れて 
ないんだなあって思ったよね。 








グラインドコアと言えば、まず最初に頭|に浮かぶのは NAPALM DEATH と_のが自 
然かと思う。ただし現在において、グラインドコアなる音楽に相応しいバンド g いえば 
間違いなく違うバンド名をあげる人も少!なくないだろう。その中でも特に重要巧弊置付 
けをされているのはブラジルの ROT である、という意見に対して誰も異論はないはずた。 
基本姿勢と音楽性はあくまでもハードコア•バンクであり、これだけ長い間継続してい 
るというバンドは他に例がなぐグラ^{ンドコアを象徴する存在になつたと言つ\も過 
言ではない。にも関わらず、あまり雑誌等で取り上げられることの少なかつた ROT ， そ 
こで今回、私は ROT に関する日本語訳をされたものを読んだことがなかつたのて夕 
ビューすることにした。グラインドコ! P ■フアン必読!！！ 
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[INTERVIEW 1 

— ROT の今日までどういったことをしていたかを教えて下さい。 

Marcelo ： 俺がギターの Mendigo と出会った時、彼は PERPETUO っていうバンドで 
ブレイしていたんだけど、その後 RIGIDITY CADAVERIC っていうバンドも始めたんだ。 
でもそのバンドが解散してしまって、それで俺に新しいパンドを始めようってお声が 
掛かったというわけ。そういうわけで1990年に ROT はスタートしたんだけど、ライ 
ンナップが決まらなくて、良い事だけじゃなく嫌な事もいっばいあったね。でもたく 
さんギグをやって、たくさんレコードやテープをつくって。ある意味インターナショ 
ナルにね。結局オリジナル•ラインナップは俺と Mendigo だけになってしまったんだ 
けど、俺達としては新しいメンバーを入れてバンドを続けていきたいって気持ちがあ 
ったんだ。今までヨーロッパツアーを3度行なったんだけど、今年は俺達の友達であ 
る W 0 JCZECH と一緒に8月から9月に行ったんだ。1ケ月間、いろんな所でブレイ 
したんだよ！！！ 

一一:バンド名の由来は？ 

Marcelo : ROT っていう名前は最初のベースブレイヤーのアイデアで、俺達にコレは 
どうだ？って言ってきたんだ。俺達としては、どうしてこういう名前になったのかを 
知りたかったんだけど、彼日く特別な意味は全くなかったんだ(笑)。短い名前で、俺 
達のサウンドに合ってるって思ったね。でも英語の辞書を調べて、ちゃんと意味を知 
っていたかったけどね。その後俺達の歌詞やアイデアと違って、"たわ言"って意味 
を込めてたってことが分ったんだけど、俺はこの名前が気に入っているんだ！ 

—ではどんなバンドにインスピレーションされましたか？ 

Marcelo : パンクからクラインドコア、へヴィメタル、いろんなバンドにだね!!！例えば、 
TERVEET KADET、FEAR OF GOD、NAPALM DEATH、SORE THROAT、CRUDE 
SS、CELTIC FROST 、 AGATHOCLES 、 REPULSION 、 HERESY 、 RAPT.BRIGADA 
DO ODIO 、 CARCASS 、 DISORDER、ELECTRO HIPPIES 、 MACABRE 、 S . O . B .' 
CRYPTIC SLAUGHTER、SEVEN MINUTES OF NAUSEA、PATARENk LAMA , 
ATACK EPILEPTICO、PSYCHIC POSSESSOR (1 stLP のみ)、 SLAUGHTER (カナダ)、 
XYSMA 、 NAUSEA、EXTREME NOISE TERROR 、 LARM、MORBID ANGEL 、 
SOUND POLLUTION、FILTHY CHRISTIANS、FEAR OF WAR 、 HELLHOUSE 等々 
書ききれないくらいだね!！！俺達はこういったバンドをたくさん聴いて、素晴らしい 
アイデアを得ることができたんだ。 

—歌詞は英語だけど、母国語は使わないの？ 

Marcelo : そ5でね、でも数年後にはポルトガル語で歌おラって決めているんだ。で 
も俺としては、バンドを始めた頃のスタイルを特別な理由がない限り変えたくない 
んだ。だから今でも英語で歌っているんだよ。くだらない事かもしれないけどね。ボ 
ルトガル語の歌詞にして、それを聴いたり読んだりできる人が少数でも問題ないよ 
ろであれば、英語に訳す必要はなくなるだろ5ね!！！ 

—現在のハードコア、グラインドコア•シーンについてどう思いますか？ 

Marcelo : 今は良い感じだと思うけど、10年以上このシーンを見てきた俺としては、 
同じようなノ K ンドばかりを扱うレーペルがたくさんあるね。俺はその善し悪しの区別 
はできるけど 。 REMAINS OF THE DAY は好きだし、 K 0 NTR 0 VERZ はライヴも最 
高に良いね！ W 0 JCZECH も新しいパンドじやないけど、彼等は本当にオリジナリテ 


ROT 



ィあるし、今一番チエックしなくちやいけないバンドだね！ LIFE IS A LIE も要チエッ 
クだね！あとは LYMPHATIC PHLEGM とか。 

—ブラジルのハードコア•シーンはどうですか？ 

Marcelo : もちろん素晴らしいバンドはいっぱいいるよ！ EXECRADORES、LIFE IS 
A LIE 、 DESECRATION、HATE CORROSION、LYMPHATIC PHLEGM 、 NOISE 、 
TRAUMA ACUSTICO 、 SPASMS 、 DISCHORD、CONTRASTE BIZARRO、STOMACHAL 
CORROSION、ANSIA DE VOMITO、VALA NEGRA、TAP ASYA、NO PREJUDICE 、 
DEATH SLAM、TERROR REVOLUCIONARIO , NEUROSE URBANA とかまだま 
だいっぱいいるよ！レー ベルで 言うならば Rotthenness Records 、 Esperanza 、 
2+2=5 Records、Shit Records、Bucho Discos、Lofty Storm Records ' No 
Fashion HC Records とかね。ブラジル•シーンの問題は、バンドを盛り上げていこ 
ラとい5のが不足していると思ろんだ。でも俺は続けていくよ!！！ 

—昔 RATOS DE PORAO がメタルっぼくなった時、一部のバンクスに攻撃を受け 
たって間いたことがあるんですが、それは本当だと思いますか？ ROT は何かトラブ 
ルに巻き込まれたりとかはしてないですか？ 

Marcelo : それは違うと思うね!！！たしかに変わったと思うけど、俺達の場合は普段 
と違う客を前にしても問題ないし、仮に誰に攻撃されても全く気にかけないね!！！ 

——ところで、リリース枚数が多いですが、それらをリリースするレーベルを決め 
る判断基準は何ですか？ 

Marcelo : まずは俺達が好きなレコ _ ドをリリースしているってこと。そして長い時 
間をかけて連絡を取り合ラんだ。それによってある種の友情と結束が生まれるんだ 
よね！大きいレーベルだと、例えば Relapse なんかは良いことも聞いたことあるけど、 
悪いことも聞いたことあるんだ。それが本当のことなのかはわからないけどね。彼 
等もレーペルを始めた頃は当然小さいレ—ベルだったけど、大きくなるにつれて金 
儲けし始めたんだ。トレードが上手かったんだね、彼等は。俺達は正直に言って小さ 
なレーベノレで良かったと思っているよ。 

—先程話に出た地元ブラジルのレーベルからディスコグラフィー的内容の 『Old 
Dirty Grindcores 』 をリリースしましたが、そのことについて教えてください。 

Marcelo : 元々それは、今回リリースしたところじやないレーベルから話のあったこ 
とで、俺達にディスコグラフィー盤を出したいって言ってきたんだ。でも1枚の CD に 
はまず収まりそうもないし、2枚組 CD にしなくちや無理だってことだったので、俺達 
も慎重に考えたんだ。で結局そのアイデアは諦めて、今度は Rhetoric Records に 
10周年記念 CD はどうかって話たんだけど、 Rhetoric はいくつか問題があってそれ 
はできないって言われてしまったんだ。そろいった経緯があって、俺の友達の 
Douqlas と Nelson が運営しているレーペルから 『Old Dirty Grindcores 』 をリリース 
することになったんだ。内容は俺達の最初のスタジオ■レコーディングした1990年 
から去年まで。正直収録されている音源全てが素晴らしいクオリティじやないけど、 
今までの経緯が分って素晴らしい内容になったなと思っているんだ。昔の音源を聴 
ける、ある種ドキュメントみたいだしね。グラインドコア.バンドで10年以上続けて 
いるというのはあまりいないし、そういう意味でも価値あるものかもね。 

一ー ライヴに関してですが、あなた達はいろんな国のいろんなバンドと共演してま 
すよね!!！そういった時、文化の違いを感じたりすることありますか？ 

\l\FAST ROT 
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※今夏に行なわれたヨーロッパ•ツアーに組み込まれたフェステイパルの巨大ポスターを縮小したもの。共演パンドも堂々たるメンツ!！！ ROT J ^ kST \ |9 












c/o Marcelo 
Caixa Postal 302 
Osasco/SP 
06016-970 BRAZIL 


Marcelo : 本当の話なんだけど、たまに可笑しいことかあるよ(笑)。でもワールドワ 
イドなアンダークラウンド.シーンは違う文化を背負つていても、それをお互いリス 
ぺクトするし、だから面白いんだと思ろよ。 

一一最近自分の身の周りで何か良い事つてありましたか？ 

Marcelo : 去年まで毎日12時間労働しなくちやいけなかつたのが、今年それから解 
放されたことだね0 


—日本についての感想は何かありますか？ 

Marcelo : たくさん素晴らしいバンドがいるよね。 UNHOLY GRAVE、MELT BANANA 、 
LIPCREAM 、 S . O . B .、 OUTO 、 GAIA 、 CORRUPTED 、 KURO 、 CONFUSE 、 GAI 、 
BELETH 、 CASBAH、MESSIAH DEATH 、 SIC、THE STALIN 、 IDORA 、 NAUSEA 、 
VOLTIFOBIA とかいっばいいるよね！あと Bloodbath Records、MCR Company ' 
Nat Records も素晴らしい。あと日本に住んでいる友達が今、 DERENGED INSANE 
ってバンドを始めたんだ。チェックしてみてくれ！ 

—今後の予定とかはど5なっていますか？ 

Marcelo ••この前終わったツアーの後しばらく休暇をとっていたんだけど、またすぐ 
に再開するよ!！！あと UNHOLY GRAVE、DEATH SLAM 、 WOJCZECH、ANSIA 
DE VOMITO とスプリット盤を出す予定だよ。 



OLD DIRTY (i RIND COR IS 


『Old Dirty GrindcoresJCD 

(2+2=5 Records : Caixa Postal 1668 Sao Paulo/SP CEP 01059 -970 BRAZIL) 
(Rotthenness Records : Caixa Postal 1197 Sao Paulo/SP CEP 01059 -970 BRAZIL) 
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ANT 卜 CIMEX のバロディ _ ジャケット、現在大人気の HAYMAKER とのスプリット 7 "EP を 
リリース、 『 MAXIMUMROCKNROLL 』 誌に記事が掲載される等々、最近話題になること 
が多かったカナダの OX BAKER 。 80年代を彷彿させるアグレッシヴなスラッシュ•ハード 
コアを展開している、今カナダで注目すべきバンドのひとつである。 

「 INTERVIEW ] 

一一まず、最近調子はどろですか？ 一えっ？どろいろことですか？ 

Mike Woodford : リリースされたレコードを聴いて、 Mike Woodford : 経緯を説明すると、まず俺とドラマ 
ショウを観て、新しい友達と出会えて最高に素晴らし 一である Erskine と1999年の夏に OX BAKER は結成 
い日々を送っているよ。でもバンドを解散するって決 したんだ。退屈凌ぎで面白半分で始めたって感じだっ 
断したことが大きく変わったことかな。 たんだけど 、 PROPOSITION OF CHANGE というバ 
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ンドの奴等がショウをブッキングしてくれてね。そして何度かメンバーチェンジがあ 
った後、レコードをリリースすることになってそれでレコーディングをしてたんだけど、 
2002年夏にギタープレイヤーの Kyle が大学へ行くために辞めてしまったんだ。そ 
れで…0 

—なるほど。解散したのに今回インタビューをするのは何か変ですね…。ではバ 
ンド名についてですが、これってブロレスラーの？ 

Mike Woodford : そうなんだ 。 Ox Bakei •っていうのは、1970年代に活躍して人気 
者だったブロレスラーなんだ。彼は今アメリカでレスリング■スクールを経営してい 
るんじやないかな。一般的には John Carpenter の 「Escape From New York 」 や 
Jackie Chan の 「The Big BrawU に出演していることが有名なんじやないかな 0 

— OX BAKER を始めるにあたって、影響を受けたバンドは？ 

Mike Woodford : まず日本のバンドにもたくさん影響を受けているんだ。 GAUZE 、 
JUDGEMENT 、 EVANCE、NICE VEW とかね。もちろん CAPITALIST CASUALTIES 
や SPAZZ、LEFT FOR DEAD とかアメリカのパンドにもたくさん影響を受けているね。 

— そういえば、カナダって日本に似ている気もするんですよね。ビッグなバンド 
がそれほどいないといろか…。 

Mike Woodford : 日本にはビッグなパンク、ハードコア•バンドがいると思うけど。 
GAUZE や BASTARD 、 PAINT 巳〇 X、 LIP CREAM と力、ね。日本にはたくさんナイス 
なバンドがいるから、是非行ってみたいよ。あと俺はあまりカナダのハードコアと出 
会っていないかもね。 

—(そういう意味のビッグじやなかったんだけどね….。）カナダのシーンについて 
教えてもらえますか？僕的には Deranged ってレーベルが良い感じだと思うんだけど。 

Mike Woodford : そうだね、 Deranged の Gord がリリースするレコードはたくさん 
あるけど、どれも良いものばかりだよね。カナダには他にも素晴らしいレーベルが 
あるんだよ。 Schizophrenic や Solomon Method とかね。まあ、カナディアン•ハード 
コア•バンドは盛り上がっているんじやないかな。有名なところでいえば、 D . O . A . な 
んてたくさんのパンクロック•キッズに知られているんじやないかなと思うし。カナ 
ディアン•ハードコア•バンドの場合、長続きしないっていうのが問題だと思うんだよね0 

—でも良い雰囲気って感じなんですね。 

Mike Woodford : うん。ハードコア•シーンは大きくなっていると思うね。でもアティ 
チュードが酷い奴もいるけどね。女の子やお金を得るためにバンドをやっている、そ 
んな奴もたくさんいるんだ.. 

—次の質問です 。 OX BAKER といえばまず HAYMAKER とのスブリット盤のイメ 
ージがありますが、どろでしょう？ 

Mike Woodford : このスプリット盤を作った経緯として、 HAYMAKER のシンガーで 
ある Jeff Beckman とデモテープのトレードをしてたんだ。彼は俺達のデモを気に入 
ってくれて 、 Deep Six にスプリットの話を持ちかけたんだよね。でも Deep Six の 
Bob としては HAYMAKER の LP を出したかったようなんだけど、 HAYMAKER は自分 
達のオリジナル曲が少なくて、スプリットにしようつてことでお声がかかつたんだ。 


—今後あなたはど〇する予定なんですか？ 






Mike Woodford : アメリカの BATTLE UNICRON とスプリット EP をリリースして、そ 
の後 OX BAKER として最後のリリースとなるディスコグラフィー CD を出す予定なんだ。 
で俺は 、 RACE THE DEAD という新しいバンドを始めたんだよ!！！だから忙しくな 
るかもね。 


—期待してますよ!!！ではあなたにとって、ハードコアとは？ 

Mike Woodford : 俺は1987年からハードコアの世界に関わってきたんだけど、ハ 
ードコア•ミュージックは俺の生活の中にいつも必ずあった。それはずっとあったね。 
バンドでブレイするのはもちろんだけど、ショウをオーガナイズしたり、何らかの形 
でシーンをバックアップしてきたと思うよ。 


では最後の質問なんですが、個人的な趣味の話でごめんなさい...。僕の永遠の 
フェイバリットバンドとして、80年代スラッシャー VOI V 0 D と SLAUGHTER は絶 
対に外せないんです!!！彼等はカナダでは実際ポピュラーな存在でしたか？ 

Mike Woodford：VOI V 0 D はメタルの世界では凄く有名だったけど、パンクやハー 
ドコアの世界ではそれ程評価されていなかったんじやないかな。 SLAUGHTER は全 
く知られていなかったと思うよ。いまだに知らない人は多いんじやないかな。 
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INTERVIEW 


— ANAL CUNT が再始動しましたね。そのことについて 凄いへヴィなサウンドで俺はそこでヴオーカルとギターを担 

何か教えて下さい。 当しているんだ。まだまだ他にもやるかもしれないけど。 

Seth Putnam：ANAL CUNT は2003年にオリジナルなバ 

ンドとしていくつかショウをやることになっている。しかも 一そういったいろいろな音楽をやっていますが' どうい 

1988年から1990年の頃の曲ばかりやるんだ。ラインナ ったバンドに影響を受けたんですか？ 

ップはヴオーカルが俺、ギターリストが Mike Mahn、 あと Seth Putnam ： NEGATIVE APPROACH、BLACK SABBATH、 
オリジナルじやないドラマー。というのはオリジナルなドラ 古いデスメタル•バンドだと MANTAS、VENOM、SLAYER、 

マーはもうできないんだ。 HELLHAMMER、 あど THE F.U.’S' RAMONES、SEX PISTOLS 

とかだね0 

— ANAL CUNT 以外にもいろんなバンドに関わっていま 

すよね。例えば INSULT とか。それらのバンドについて教え 一現在のハードコアやメタルはどうですか？ 

てください。 Seth Putnam: よくわからないね。何年も前からそろいラ 

Seth Putnam: たしかに俺はいろんなパンドでブレイして のは別に気にしていない。 

いる。でも INSULT にはもう関わっていないよ。今俺が関 

わっているバンドは、まず Y0U，RE FIRED というファスト. ーボストンのハードコア■シーンはどうですか？ 

ハードコアでギターをプレイしている。あと ADOLF Seth Putnam: 退屈だと思うね。 

SATAN という BLACK SABBATH のようなスローテンポな 

パンドでドラムを叩いている。あと FULL BLOWN A.I.D.S.o — ハードコアは怒りを表現した音楽ですよね？ 

U\rAST ANAL CUNT 


Seth Putnam : もちろん俺もそろ思う。 


『Very Rare Rehearsal from February 1989JCD 

(Shipman Records: 4-31-11 Eifuku.Suginami-ku,Tokyo168-0064 Japan) 

ANAL CUNT 


て 2 度ツアーをしているけど、ショウに来てくれた奴らはみ 
んなクールだつたね。2003年3月には NAPALM DEATH 
と PIG DESTROYER とツアーすることになつている。3月 
10日が大阪、11日が名古崖、13日が東京でやるんだ!!！ 


一一では昨年の9月11日以降、あなた自身何か影響はあり 
ましたか？ 

Seth Putnam ： 違法入国した奴らがアメリカを食い物にし 
ておきながら、アメリカの国旗を持って潜んでいるという 
のが笑えるね。 

—そろそろアメリカはまたイラクを攻擊しそうですよね。 
どろ思いますか？ 

Seth Putnam : 結局、誰かがイラクに対して何かしなくち 
やいけないからね。他の奴らがみんな言っているわけじや 
ないけど、イラクが無差別に攻撃を仕掛けたら、アメリカ 
国民は攻撃しろって言うだろうな。やっばりサダム•ムセイ 
ンは数年前に殺されなきやいけなかったんだ。 

—日本についての感想を。 

Seth Putnam : 俺は日本が好きなんだ 。 ANAL CUNT とし 


今年リリ—スされた最新 CD 。 ノイズ•クラインドと 
言われていた頃の未発表リハ—サル音源集で、初期の 
カリスマ視されていた ANAL CUNT の魅力満載。 
詳細はレビユ—ぺ—ジ参照。 
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— AVULSION ってバンド名についてですが、どういった意 
味が込められているのですか？ 

Matt : AV!JLSION って意味には2つの意味があるんだ。 

でも基本的には同じコンセプトなんだけどね。ま 
ず1つ目は怪我をして体を切ってしまったとか、 

あるいは切断しなくちやいけないってこと。ど 
んな奴でもあまりにも酷い怪我をしたら、体の 鲁 

•部を引き裂かれるって意味を込めているんだ。 

2つ目の意味としては、世界中のあらゆる所で 

大きな地震があり、土地が引き裂かれる。キミは ぺ驟 

知っているか分からないけど、いつかカリフオル 

ニアは海に沈むって言われているんだよ。俺達の 命 

音楽はそろいった荒廃した世界を表現するのにピ 

ツタリだと思って AVULSION って名前にしたんだ。 • 
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—では AVULSION としてバンドがスター . 

卜したのはいつ頃ですか？ 

Matt : ドラムの Jim Miller と1992年の夏に V 

AVULSION を始めたんだ。彼とは音楽的に. 

同じよラな趣味だったからね。その後に / 

SLAVE STATE の John と Tony が参加したんだ 。 ' 
その間べースブレイヤーは何度か代わってい 
るね。2、3年前、1度 AVULSION は終わりにし 
たんだけど、そのだいたい1年くらい前に Jim は 
辞めてしまったんだ。でもまた始めることになって、 
現在のラインナップはドラムが Ken 、 ベースが 
Roger 、 ヴオーカルが Tony と Ryan 、 そしてギター 
が Eric と俺だ。 


— AVULSION って音楽的に説明すると何だと思い 
ます？ 

Matt : 俺としてはグラインドコアだと思っている。グ 
ラインドコアっていうのはメタルとハードコアとパン 
クがミツクスしたものだと思っているからね。だ 
から俺達はそのカテゴリーがピツタリだと 
思う0 


— では音楽的にどういつ 
たバンドに触発されたんで 於. • 

すか？ #；‘/$ 

Matt：NAPALM DEATH 、 
DROPDEAD 、 CARCASS 、 

MORBID ANGEL、SUFFOCATION 
とかだね。俺はこれらのパンドを永遠 
に聴き続けるだろ5な。 


'"議聽で 
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Matt: どういつた見方をするかによつて違うと思 


うんだけど、俺的には凄くクールだと思うね。他 


のシーンと比べて、いろんなバンドやレーベルが 


賴編 
参 lifts 

...... 

狐:: 
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いますよね？なぜ大きなレーベルと契約し 
ないのですか？ Relapse 辺りからオファー 
はなかったのですか？ 

Matt: インデイペンデント•レーペルはツア 
■-を組んだりはしないけど、俺達のレコード 
をリリースしてくれたり、いろいろな形で 
. ヘルプしてくれるんだ。それはバンド側で 
ある俺達もレーベル側に、何らかの形 
v で貢献しているつもりだよ。俺達のレ 

コードは比較的早くさばけるから、レ 
.； —ベル側は多少お金を得ることがで 
きる。 Relapse に関しては今まで才 
• /::ファーはなかったな。所謂"ビッグレ 
一べル"はツアーのセツテイング、アルバ 
ムのプロモーション等々やってくれるとこ 
ろだよね。 

—所謂大手メジャーレーベルではな t 、ので、 
そこまでやつてくれるのかど5かまではわ 
かりませんが、規模としてインデイペンデ 
ントレーベルとしては大きなところです 
よね 0 

Matt: そうだろうな。そういったところと 
契約すると、請求書の支払いは当分来なく 


—ヴォーカルが2人いるのはなぜですか？ 


Matt: 俺達は低音のデスメタル•ヴオイスと、いろんな声を出せるハードコア•ヴオイ 


スが欲しかつたつといろ理由だけなんだ。 


—あなた達のレコードには大抵サムライが描かれていますが、 


Matt: そうだね。実際俺はマーシャルアーツもや 


っていて、夜はスクールでいろんな人に指導を 
している。実は俺はテコンドーの1段と、剛柔 
|流空手の2段を持っているんだ。 

% 

^ —所謂インデイペンデント•レーベル、また 

%. は DIY レーベルからレコードをリリースして 


I 


なって、1ヶ月以上ツアーをして、食事も 


十分過ぎる程とつて...。でもェクストリーム • 


1■—ジツクがそこまでボピユラーじやな 


いからなあ。そ5なればいいね(笑)。 


好きなんですか？ 


一一^ところで、現在のハードコア•シーンにつ 


いてはどろ思いますか？ 









関わっているし刺激的だね。俺達が他のバンドよりも良いわけじやないけど、もちろ 
ん競争ではないんだ。誰もが自由に表現していいと俺は思う。あと俺は何人かとレ 
コードのトレードをしているんだ。それは俺にとって素晴らしいことだね。でもその 
時に使うお金っていうのはレコーデイングや T シャツ製作、ツアーとかから得たもの 
なんだ。俺達は金持ちじやないから、レコードをいろんな人にプレゼントするってこ 
とはできないんだよね。 

— ニューヨークのハードコア、グラインドコア•シーンはどうなっているんですか？ 

Matt : ニューヨークはエクストリーム■ミュージックと出会えるチャンスはいくらでも 
ある。たくさんクールなギグがあって、良い奴等がいて、現在のニューヨークは良 
い状況な.んじやないかな。ただ、大半が商業化されたものが多くなってしまっている 
けどね。ラジオで流れているバンドや MTV なんかに出てくるバンドはクソだし。しか 
もキッズはそういった音楽ばかり聴いているのが現状で、 OFFSPRING や KORN な 
んかがハードコアって言ってる奴もいる。あんなクソはジヨークにしか思えないのに。 
どいつもこいつも同じような音を出しているだけだし。だからそいつらみたいに皆、 
本物のパンクやハードコアを知らないから、グラインドコアなんて聴くまでには至ら 
ないだろうな。ェクストリーム■ミュージックがもつといろいろなところに露出する回 
数が増えれば人気が出ると俺は思5。 


—そういつた中で、ニューヨークといえば CANMBAL CORPSE がブルータルな 
バンドとしては有名だと思いますが、彼等についてはどう思います？ 

Matt : 彼等は ニュー ヨークといつても バッファ ロー出身だけどね。話をしたことがあ 
るけど、みんなクールな奴等だったね。彼等の音楽もクールだし俺は好きだね。 


Green Scare Living Life Through the Five Senses The Crimson Foliage Hit 

(Recalcitrant Noise ) (625) 

— 9.11 はあなたにとって、何か影響を与えましたか？ 

Matt :9.1 1の悲劇的な事件に巻き込まれた人で、個人的に知っている人はいなかっ 
たんだけど、多くの人に影響を与えた事件でもあったよね。 


Prince of a Thousand Enemies 

(Impatience Or Indifference) 

※これ以外に 1996 年 LACERATION 
とのスプリット盤が Clean Plate か 
らリリースされています。 


一ー アメリカ軍は年内にもイラクへの攻撃を始めそろです が...。 

Matt : そうだろうね。アメリカ政府はとにかくフセインを捕まえたいみたいだし。奴 
は狂った兵器を持っていて、狂った使い方をしかねないからね。フセインを捕まえ 
ていれば、 9.1 1のような悲劇もなかつたかもしれないし、核兵器や細菌兵器みたい 
なものも無意味になるんじやないかな。 


—今後の予定を教えてください。 

Matt:『Crimes Against Reality 』 という最新フルレンジ CD がリリースされるよ。あ 
と SOA Records からリリースするレコード用に、今年の冬はスタジオに入る予定に 
なつている。 AVULSION やェクストリーム•ミュージックをチェックしてくれ。 


AVULSION FAsrnfj 









90 年代ハードコア最重要バンド LOS CRUD0S のブレイクにより、ラティーノやチカーノだけでなく 
南米各国にも注目が集まり、唯ースペイン語ではなくポルトガル語圏のブラジルにも、当然同様の 
注目を集めた。特に最も勢いがあるこの MUKEKA Dl RATO を聴くと、南米独特の空気感を感じる 
だけでなくクオリティの高さに驚き感動する...。お互い酷い英語力のためインタビューは大変苦労し 
たけど、普段あまり読むことのできないブラジルのバンドなので要チェック!！！ _ _ 


Mozine : 俺の英語は酷いからあまり難しい質問には はムカつくけど。 

答えられないよ。 


—了解しました。僕も酷いので大丈夫です(笑)。 

Mozine : まあ、がんばつてみるよ。 

——調子はどうだい？ 

Mozine : 周りにムカつく奴はいないし、みんなクール 
な奴らばっかりだから良い感じだよ。彼女と家でコー 
ヒーを飲んだり、テレビを見たり。レイシズムな奴ら 

mmsr mukeka di rato 


—では MUKEKA Dl RATO は恐らく Sound Pollution 
からリリースされたって情報しか知られていないと 
思ろので、今日までの経緯を教えて下さい。 

Mozine : 俺は元々、他の MUKEKA Dl RATO のメンバ 
一2人とアナーコ•パンク•パンドでプレイしてしヽたんだ。 
どういったバンドかというと、80年代のブラジルの 
バンドのカヴァーばかりやっていたんだ。解散後、俺 
達3人はまた集まって Brel のために凄く安いドラム • 




キットを買って、俺もペースを買ったんだよね。で、 
Duda というギターリストと Sandto というシンガーも 
見つかって。その後も、 Sandro の幼馴染みで、90年 
代初頭にブラック/デスメタル•バンドでベースを担 
当していた Paulista が、ギターリストとして俺達のパ 
ンドに入ったんだ。彼は当時本当にへ夕だったね(笑)。 
.でもそれは俺達にとつて問題ではなかったんだ、つ 
まりイィ奴だったんだよね。で俺達は彼に「お前さ、お 
前の酷いギターブレィ何とかなんないのか」って言っ 
たんだ。そしたら彼は FUGAZI を何度も何度も聴いて、 
そして SONIC YOUTH のようなノイジィーなサウンド 
を手に入れたんだよ。この時のラインナップで1997 
年リリースの 『 Pasqualin 』、 1999年の 『 Gaiola 』 の2 
枚の CD 出したんだんだけど、あと数枚レコードあっ 
たかな。そのレコードを出した後に Sandro が学校に 
行きたいっていうのでバンドを脱退して、その替わり 
に当時俺達の口ーディーをやっていた現在の Bebe が 
入ったってわけ。このラインアップになってからは 
Sound Pollution からリリースされた 3 rd CD の他に、 
フランスの COCHE BOMBA とのスプリット EP を作 
ったんだけど、まだまだ他に出す予定でいるよ。 

— MUKEKA Dl RAT 0 ってどういう意味なんですか？ 

Mozine : MUKEKA の語源は Mouqueca っていうんだ 
けど、俺達の町である Vila Velha Beach の典型的な 
食べ物の名前なんだよ。 RATO は Rat 。 なぜそういう 
名前を選んだかとし 、うと、すこ しか1994年の終わり頃に、 
ブラジルの北東に住む極めて貧乏で惨めな生活を送 
っている人がいる、というのを新聞で読んだんだ。俺 
達の音楽はローカル■パンドでクソ音楽だから、表現 
する上でぴったりだと思ってこういう名前にしたんだ。 

——音楽的にインスピレーションを受けたのはどう 
いったバンドですか？ 

Mozine ： 80年代のブラジルやフィンランドのファスト 
ハードコアかな。あとはアメリカのバンドにも多少影 
響を受けてて 、 DEAD KENNEDYS 辺りは歌詞の面 
でも影響を受けているかな。 

一一英語で歌わない理由は？ 

Mozine : まず言えるのは、俺達はボルトガル語で歌 
っている。スペイン語とかで歌うのも凄いクールだと 
思うけどね。でも俺はブラジルが大好きだからボル 
トガル語で歌うんだ。英語の歌詞を作るより俺達とし 
てはポルトガル語で歌った方が楽だし、自然だと思ろ 
んだよね。英語よりファスト•ハードコアにはボルトガ 
ル語が凄いピツタリじやないかな。日本のバンドに関 


しては、日本語で歌うのがピッタリだと思う。英語で 
歌ってもそれはそれでクールだと思うけど、パンドを 
通して表現するのであれば、自分達の歌いやすい言 
語で歌うべきだと思う。だから俺達はボルトガル語で 
歌っているんだ。 

—現在のハードコア•シーンについて思うことは？ 

Mozine :毎日しヽろんなバンドがギグをして、凄い良い 
状況だと思っているよ。俺の友達はみんなそう思っ 
ているんじやないかな。俺は全ての良い事が刺激に 
なっているし。 

-—ブラジルのハードコア■シーンは？ 

Mozine : もっといろんな良いバンドが一般的に知ら 
れるようになれば、クソ■ファシストやレイシストを 
打ちのめすことができるのになと思うけどね。グライ 
ンドやメロデイック系、スカ系のパンドにも、もっとフ 
レンドシップのあるバンドが出てくればいいのに。俺 
はそういうパンドも好きだし、みんな一緒になって刺 
激し合えればクールだよね。 

—今回、あなた達以外にブラジルのバンドとして、 
ROT にもインタビューに答えてもらって t \るのですが、 
彼等についてはど5ですか？ 

Mozine : 俺達は彼等と大親友だし、大好きだね!!！ベ 
ーシストの Alex は特に大親友だしね。一度 RATOS 
DE P 0 RA 0 と一緒にヨーロッパ•ツアーしたことも 
あるんだ。サンパウロにある彼の家にも行ったこと 
があるし、一緒に飲んだり、レコードのトレードもし 
ているんだよ。俺が思うに、 ROT は世界で最強のグ 
ラインドコア■バンドじやないかな。 

一一その RATOS DE P 0 RA 0 について ROT にも同 
じ事を聞いたんですが、彼等が一時期メタリックなク 
ロスオーヴァー•サウンドに変わった時、バンクスに 
攻撃を受けたらしいのだけど...。 

Mozine : う〜ん…。 RATOS DE P 0 RA 0 はアンダー 
グラウンドで凄いハードでクレイジーな歴史があるんだ。 
それを英語で説明するのは難しいな...。たしかに彼 
等は一部のクソ■アナ ーコづ ンクスに攻撃を受けた 
んだ。でたしか同じ奴らがマクドナルドや教会にも攻 
撃をし、そこ(こいる人から金を奪い取って希少性の 
高いレア盤を買っていたんだ。詳しくは覚えていない 
けどね…。とにかく RATOS DE P 0 RA 0 は、20年近 
くスゲエ音楽をプレイしてきて、ある意味ブロフェッ 
シヨナル且つクールなバンドなんだ。俺達は政府から 
何の援助もされていないし、そういうクソ野郎には 

MUKEKA Dl RATO EAST\%\ 


ファック!って言いたいね。俺はブラジルのパンクス ーその日本についての印象は？ 

について悪くは言いたくないけど、そういう奴等はモ Mozine : そうだな、俺は日本へ行くことが夢でもあ 

ヒカン頭にして革ジャンに GBH のペイントをして「俺 るんだ。日本のバンドは凄いクレイジーで、みんな優 

はパンクだ!」なんて言ってる。奴らはナンセンスだ。 しくてナイスな人ばかりだからね。 HELLNATION の 

俺は10年以上前からパンクスの友達がいるけど、彼 Ken はツアーで行って、凄いクールだって言ってたよ。 

等の場合貧しいコミュニティーで働いて、そしてスト 

リートでメッセージボードを持って、貧しい人達のた 一 最近の南米、またはラテン系のハードコアとい 

めにアクションをしていた。本物のパンクスは人に危 えば 、 LOS CRUDOS の功績って大きいと思うので 

害を与えるようなことはしないし、家でちゃんと本を すがどうでしよう？それともハードコアとしての括り 

読んで勉強をしたり、ヴィーガン•フードを食べたりし にするのは変ですが、 SEPULTURA や BRUJERIA の 

ているんだ。 功績によるものだと思いますか？ 

Mozine :そうだね、 SEPULTURA は英語で歌ってい 
—では話を変えて 、 Sound Pollution から 『Acabar るけど、バンド名はブラジルの言葉だからね。 LOS 

Com Voce 』 をリリーすすることとなった経緯を教え CRUDOS は本当にグレイトなパンドだと思うよ。アメ 



ACABAR COM VOCE 


てください。 リカにいながらスペイン語で歌って、凄いクールな 

Mozine : 何年も前から Sound Pollution の Ken とは 事を歌っているし。ラテン系の言葉で歌うということを、 

CD のトレードをしていたんだ。 HELLNATION がブラ 彼等によってクールだって再認識させられたんじや 

ジルにツアーで来た時から、彼とは良い友達関係に ないかな。 BRUJERIA も凄いクールだね。俺は彼等 

なれたと思う。その時、 Ken からブラジル以外のレ のこと大好きだし、スペイン語で歌っているというの 

一べルから CD を出さないの？って聞かれて。俺は も良いよね。 

Sound Pollution が大好きだし、グレイトなレーペル 

だと思5し、 Ken は素晴らしい友達であって人間的に 一 では最後に一言。 

も最高だしね。それでリリースすることになったんだ。 Mozine : 結成して10年になるんだけど、俺達はスゲ 

日本のバンドとも、スプリット盤を出してみたいよね。 エ仲が良いから死ぬまでプレイしていくだろうな。 

Zl\msr MUKEKA Dl RATO 
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残念ながら日本においてほとんど無名に近い存在ではあるが、ヨーロッパ•ツアーをする等かなり活動的 
且つ勢いのある MISCONDUCT。 若手でありながら、その初々しさを感じさせない程貫禄のあるライヴ- 
バフオーマンスは、誰もが釘付けになること間違いない、と私は実際にライヴを体験して感じた。つまり 
日本では音源が入手困難で無名だけど、まだまだ世界には素晴らしいバンドが存在するとい5ことなのだ。 


INTERVIEW 

— MISCONDUCT つて名前にしたのはなんでかな？ 

Fredrik " OLLO " Olsson : この惑星、この地球上で他に同じ名前が存在しないものに 
したかつたんだよね。それで MISCONDUCT にしたんだ。 


— じゃあ今までの MISCONDUCT の歴史を簡単に教えて。 

Fredrik " OLLO " Olsson : スウ x — デンにある小さな町に住む奴等が集まってできた 
んだ、 MISCONDUCT は。80年代後期、または90年代初期のハードコア•バンドみ 
たいなことをやってたんだけど、95年の秋と96年の始めに、僕達の最初の音源で 
ある デモテープ 『Like The Old Days 』 をレコーデ イングしたんだ。 才ール ドス クー 
ルなハードコア風の音になっていて、もの凄く短い曲が7曲入っているんだ。それが 
Bad Taste Records の目に止まったっていうのが大きな流れかな。 

—オールドスクール•ハードコアというと、やっばリニ ユー ヨーク•スタイルのこと？ 

Fredrik ” OLLO " Olsson : パンド始めた頃影響を受けたのはそうだね 。 GORILLA 
BISCUITS、YOUTH OF TODAY、SICK OF IT ALL 、 あとは MINOR THREAT とかだね。 

—最近どんなことしてた？ 

Fredrik "0 LL 0"0 lsson : まず今年の夏はだいたいスウェーデン国内でライヴをやっ 
ていたね。1回フェステイバルにも参加したかな。あと7月の終わりのレコーデイン 
グをしたんで、そろそろ次のアルバムが出る予定になっているんだ。でその後はま 
たイギリス•ツアー、ヨーロッパ•ツアーをしたんだ。今年の冬はカナダとアメリカ- 
ツアー をしよ 5と考えているんだよ!！！ 

—ライヴを見たけど凄いノリだよね!!！毎回激しいライヴやってるの？ 

Fredrik " OLLO " Olsson : そうだね、僕達 MISCONDUCT は常に100%以上の力を出 
してライヴをやっているんだ。才ーデイエンスが激しく盛り上がることも、僕達にと 
っては凄く重要だよね。 

—昔の BIOHAZARD の曲をプレイしてたけど、あれはよくブレイするの？ 

Fredrik "0 LL 0 M 0 lsson : やらないよ。共演するパンド、才ーデイエンス等々を考慮し 
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てやっているから、その時その時のライヴによって違うんだ。だから全く違った曲 
をブレイしているから楽しいし、それは自分達にとって正しいやり方だと思っている。 

一ーキミ達にはいろんな友達がたくさんいるよね。 NASUM 、 DS -13 、SATANIC 
SURFERS とか。普段彼らとブレイしているのかな？ 

Fredrik " OLLO " Olsson : もちろん。僕達はたくさんのスウェディッシュ•ハードコア- 
バンドと共にプレイしているよ 。 WITHIN REACH 、 59 TIMES THE PAIN、INTENSITY 
とか、ほんとにいろんなバンドと共演している。一緒にツアーしたこともあるしね。 

—ところで、最近のハードコア•シーンについて何か感じることはあるかな？ 

Fredrik " OLLO " Olsson : 今風のバンドはピークが過ぎて、人気は下降しているよう 
な気がするね。でもこのような動きは繰り返されるんだ。世界中の人が再びオール 
ドスクールに興味を示し始め、本物のストロングなハードコア•シーンが蘇ると思うよ。 

—スウェーデンのハードコア■シーンはどう？ 

Fredrik " OLLO " Olsson : スウェーデンのシーンも世界の国々と状況的には一緒じや 
ないかな。昔風のハードコアの大半が解散しちやっているし、周りにいる奴等の多く 
がメタルになる傾向にあるんだ。悲しいことだよ。でも僕はオールドスクール•スタ 
イルに興味があるし、そいつらとは関係ないよ。96年から97年くらいのハードコア- 
シーンの雰囲気が良かったな…。 

一一日本についてはどう思ってる？ 

Fredrik " OLLO " Olsson : 僕は日本って国は本当に好きなんだ!！！古い神話、アートと 
かいろいろ興味あるんだよね。そして、日本って凄く面白い歴史を持っていると思う。 
あとハードコアで言えば、今まで僕はいろいろな日本のバンドを聴いたよ。一番好き 
なのは BLIND JUSTICE だね。たしか59 TIMES THE PAIN とのスプリット盤だった 
と思うんだけど、あれは最高に良かったね。とにかく、僕達は日本のハードコア•パ 
ンドと一緒に日本でツアーをしたいね。 

— では最後に、キミにとってハードコアのライフスタイルって何だと思う？ 
Fredrik " OLLO " Olsson : MISCONDUCT としてハードコア.バンドをプレイすること 
によって友情が芽生え、楽しい生活を送るってことだね。最新アルバム 『One Last 
Try 』 には、まさにそのことについて僕らなりに表現している。それには、僕等をサ 
ボートしてくれる人がいるからこそできたものだから、感謝の意味も込めているんだ。 
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従来の音楽観からすると音楽として認められず、常に除外され続けていたゴア•グライン 
ドであるが、肝心の音楽を疎かにせず残虐さをとことん追求し、ビジュアル■イメージを 
効果的に取り入れ独自の世界を築きあげた。中でも第一人者としての地位を不動のもの 
とした感のあるスペインの HAEMORRHAGE は、人気、実力共に他を寄せつけない程で、 
あらゆる面でメインストリームとは無縁とはいえ無視することはできない。万人受けする 
には程遠く厳しいかもしれないけど、これぞまさに地下臭満載のバンドといえるのだ。 
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rScalpel, Scissors 

and Other Forensic Instruments] Demo 
(Ironia Records/1994-1995) 


—まず最初に、 HAEMORRHAGE ってどろいう意味なんですか？ 

Luis Manuel Quiroga: これは英語で血が吹き出すって意味なんだ。元々は医学用 
語でもあるんだよ。 (※ 注 : 英語では Hemorrhage と表記して医学用語で「出血を意味する ) 


Luis Manuel Quiroqa: もちろん p 


split EP with CHRIST DENIED 
(Morbid Singles Productions / 1994) 


※■^ 〇ら年に Deliria Productions より 
リリースされた EXHUMED とのスプ 
リットテープ、 1998 年のプロモテー 
プはジヤケがなし、ため掲載してません。 




TEmetic CultJ CD 
(Morbid Records /1994) 


まあ、こんな感じかな。 


—あなた達はどんなバンドに影響を受けたんですか？やつばり初期 CARCASS ですか？ 


— HAEMORRHAGE の歴史を簡単に教えてください。 

Luis Manuel Quiroga: 1990 年にグラインド • ノイズ • ゴア•プロジェクトととして結 
成したんだど、 1994 年まで全然メンバーが決まらなくてね … 。で、大きな流れとし 
ては 1995 年には 1st アルバム 『Emetic CultJ を Morbid Records からリリースして、 
1997 年には 『 Grume 』、 1999 年に 『Anatomical Inferno 』、 2000 年に 『 Loathesongs 』 
と 『 Scalpel, Scissors And Other Forensic Instruments 』 を、そして今年 『Morgue 
Sweet Home 』 をリリースしている。あとは今までたくさんギグをやつて、ツアーも 
しているし、その時いろんなバンドと共演しているよね。例えば DEAD INFECTION 、 
EXHUMED 、 REGURGITATE、PUNGENT STENCH、CANNIBAL CORPSE 、 AGATHOCLES 、 
IMMOLATION、ANAL CUNT 、 CRYPTOPSY 、 CSSO 、 KREATOR 、 M0T0RHEAD とかね。 


[Grotesque EmbryopathyJ Demo 
(1992) 


INTERVIEW 










— でもなぜあんなにブルータルな歌を歌うんですか？ 

Luis Manuel Quiroga : そりや好きだからだよ。 


split EP with GROINCHURN 
(Morbid Records/1998) 


— 僕は昔 CANN 旧 AL CORPSE のフアンでしたね（もちろん 1 st が Good !!!)。 で 
その CANN 旧 AL CORPSE ですが、昔はいろいろとトラブルがあったらしいんです。 
彼等より残虐なイメージのあるあなた達も、アクシデントに見舞われたことってあ 
るんじやないですか？ 

Luis Manuel Quiroga : 俺はトラブルにあったことはないけどね。でも CANN 旧 AL 
CORPSE の場合、アルバムが税関で止められたってことは闇いたことがある；^ 


split Tape with C.S.S.O., 
DEAD INFECTION 
(Obliteration 71996) 


—ところで 、 CANNIBAL CORPSE つてどう思います？ 10 年前は残虐なイメージ 
と凄いインパクトがあつたけど、あなた達のようなバンドが存在する今となっては、 
物足りない気もしませんか？ 


split EP with DENAK 
(Upground Records 71998) 


Luis Manuel Quiroga : 俺は特別 CANNIBAL CORPSE のフアンでもないし、思い入 
れもない。たしか1997年に彼等とは共演したね。彼等は良いバンドだとは思うけど、 
フェイバリット■バンドでもないんだ。俺は 1 st『Eaten Back To Life 』 と 2 nd は聴い 
ていた時期はあつたけど。中では 1 st がベストだね。正直俺は所謂ブルータル•デス 
メタルつてあんまり好きじやないんだ...。 


rAn (==== LP LuiS ManUe ， Q - ga : 冗談だろ？俺は繁華街にぁる店をいつばい知つているぜ。 

HAEMORRHAGE FASTXTil 


—つてことは、1990年頃のイギリスの Earache や Peaceville 辺りに影響を受け 
たつて感じですか？ 


Luis Manuel Quiroga : そうだね。初期 CARCASS、NAPALM DEATH 、 TERRORIZER 、 
REPULSION 、 〇丄 . D .、 XYSMA、GENERAL SURGERY、PUNGENT STENCH 、 
MACABRE、EXTREME NOISE TERROR 、 DOOM とかだね。 


— HAEMORRHAGE の歌詞は全て英語ですよね。なせスペイン語で歌わないの 
ですか？ 


Luis Manuel Quiroga : この種の音楽にはスペイン語は合わないと思うんだ。あと 
一応言っておくけど、俺達の歌は医学への冒浣ではないよ!！！ 


—スペインの状況を教えてもらえますか？ 

Luis Manuel Quiroga : グラインドコアに関していえば、再び盛り上がってきている 
* んじやないかな。大抵の人がドウー厶やゴシック、ブラックメタルとかを聴いている 

けど、そろそろヴァイオレンスで且つ強烈な音楽を聴きたくなってきている時期な 
んじやないかと思ラね。 

Atiaicil Lrihth 

rA , llf , —ハードコアについてはどう？ 

I Anatomical InfernoJ CD 

(Morbid Records ハ 998 ) 。 Luis Manuel Quiroga : 俺は昔のハードコアばかり聴いて最近のは全然聴かないから、 


Lnhth 


ハードコア•シーンについてはあまりよく分からな。 


一一そのスペインについてなんですが、ノ\ワレセロナってよく行きますか？ 

Luis Manuel Quiroga : そりやもちろん何度も行つたことあるよ。 


—というのは、僕は今年バルセロナへ行ったんですが、この種の音楽を扱ってい 
るレコードシヨツプが見つからなかったんです。あなた達の住んでいるマドリツドには、 
そろいったナイスなレコード屋はありますか？ 









II: 




split EP with EMBOLISM, 
SUFFOCATE, OBLITERATE 
(Erebos Productions 72000) 


split Picture EP with WTN 
(Incide to Excise 72002) 


『Morgue Sweet HomeJ Pictur< 
(Morbid Records /2002) 


" Ramblas "つていう場所に有名な通りがあつて、その通りの近くに小さい道がいく 
つかあるんだ。そこにいくつかクールなレコードシヨツブがあるよ!！！マドリツドには 
2、3店鋪あるね。もしキミがマドリッドに来ることがあつたら、連絡してくれ!！！いろ 


いろナイスなところがあるから案内するよ。 


一一あとスペインで推薦できるものって何ですか？僕が感じたのは食べ物がどの国 


るだろ(笑)。 


—なるほど、わかりました…。ところで毎回 Morbid Records からリリースする 


のはどうしてですか？ Relapse からリリースすることはないの？ 

Luis Manuel Quiroga : もしキミが Relapse の人間で知っている人がいたら、紹介し 
てくれよ(爆笑)。 


よりも最高でしたね!!！ 

Luis Manuel Quiroga : あとはドリンクだ!!!ワイン、ビール、いろんなアルコール 
類があって、しかもそのどれもがそんなに高価なものじやないしね。あとは夜中に 
パブやバー、ディスコ、クラブに行くことをお薦めするね！俺が言いたいこと、わか 


split EP with INGROWING 
(Copremesis Records 
•Shindy Production 71999) 


A 
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HAEMORRHAGE 










『Emetic Cultl CD [GrumeJ CD 『 Scalpel, Scissors 

(Morbid Records /1994) (Morbid Records /1996) and Other Forensic Instruments]! CD 

(Copremesis Records /2000) 

ブルータル•デスが主流となリブラックメタ現在のゴア•グラインドの基礎を作ったと DAMNABLE 、 GROINCHURN 、 DENAK 、 
ルが頭角をあらわしてきた時期に、初期言っても過言ではない程荒々しさが増し、 INGROWING とのスプリット盤等の現在入 
CARCASS からの影響を感じさせるアルバグラインドコア特有の高速ビートを多用し手困難となった95年から98年にかけてリ 
ムとして重宝された1 st 。内臟病理系の如何た2 nd 。イメージ先行の向きがあるこの種リースされた貴重な音源を収録したアルバム。 
わしいサウンドと行き過ぎたビジュアル•イの音楽において、技術や演奏面のレベル1991年に HAEMORRHAGE として最初に 
メージは現在も人気が高い。大傑作且つ名盤。の高さにより頑固たる地位を確立した。 作られた 「Extreme Ulceration 」 も収録。 


m, ：： 

_ LIVE IN THE MORGUE 


TLoathesondsJ CD 


split EP with DEPRESSION 


『Morgue Sweet Home』CD 


(Morbid Records 72001 ) 


(Cudgel Agency 72001 ) 


(Morbid Records 72002) 


DEFECATION 、 CARCASS ' ENTOMBED 、 
IMPETIGO、CRYPTIC SLAUGHTER、IMPALED 
NAZARENE の選曲になる程なと感じさせる力 
ヴァー集。また SUICIDAL TENDENCIES の 
カヴァーも見事に馴染んでいる。しかし最後 
の UF 0 は本気なのでしよろか？ 


アルノ ^ム以外の音源としては比較的入手し 
易い DEPRESSION とのスプリット盤。結 
成10周年を記念して行なわれたライヴの 
音源を収録。ライヴ•バンドとしての実力 
は本物だと証明している。ある意味ペスト 
盤的内容に震える。 


大傑作との呼び声も高い最新作。かつての 
イメージを排除するかのごとく勢いのある 
サウンドは、もはやゴア•グラインドの域を 
越えた新しい姿をあらわにした。ただし 
HAEMORRHAGE としての個性を損ねて 
いない点はさすがといえる。 


一一誰一人知りません(笑)。では、最近何か良いこととかありましたか？ 

Luis Manuel Quiroga : 最近ってわけじやないけど、良いことは自然で、世界で最悪なのは人間だね。 

—日本について、どう思いますか？ CSS 0 とは交流ありますよね？ 

Luis Manuel Quiroga : 日本についてあまり知らないけど、 CSS 0 のメンバーから日本のアニメやマンガの歌を教 
えてもらったよ(笑)。テレビを通していろんな物を見たから、実際行ってみたいよね。 

—最後に何か言いたいことはありますか？ 

Luis Manuel Quiroga : 俺達は IMPLAED とスプリット盤をリリース予定なんだけど、完成したらアメリカ•ツアーを 
したいと思っているんだ m 

HAEMORRHAGE FAST\Vi 








僕と HAEMORRHAGE とのつきあいは 96 年の僕ら 
CSSO とボーランドの DEAD INFECTION との3バンドツ 
アー 、 GRIND OVER EUROPE から始りました。最初は 
俺ら、バカだから HAEM 〇 RRHAGE をハエモハーゲとか 
強引に読んでて、ドイツ着いてメンバーに会うギリギリぐ 
らいまでへモレイジって読むの知りませんでした(笑)。 

しかし文章って書くの難しいねえ。やっば気分がのら 
ないと上手く書けないな一と思い、早速 HAEMORRHAGE 
の最新アルバム 『Morgue Sweet Home 』 をスタート！ぶはは！ 
なんじゃこりゃ！全然気付かなかったけどこの1曲目のイ 
ントロ、完璧に DEAD INFECTION の 『Chapter of Accidents 』 
の 「From The Anatomical Deeps 」 パクりやんけ！でも 
HAEMORRHAGE の魅力ってそういうパリバリわかるパ 
クりといろかオマージュなのかそ5いラのをガガーンと 
やってしまうとこなんですよね。思えば 1 st の 『Emetic 
Cult 』 もネクロマンチックのイントロからもろ " CARCASS 
大好き"サウンドが炸裂しまくっていかにもなパターン展 
開や唄いまわしがテンコ盛りでした。まあ全てがパクりな 
わけないですがおっさんたちが創るところなるって感じ 
ですね。ちなみにギターの Luisma とボーカルの Fernando 
は僕と同い年でも51人のギター、 Luisma の彼女でもあ 
る Ana は少し上でたぶんも530ちよいですね。年が一緒 
だから聴いてきた音楽もかなり近いから HAEMORRHAGE 
のやりたい事とか各曲のツボとかは結構わかる感じです。 

2年ぐらい前に HAEMORRHAGE か TOTAL FUCKING 
DESTRUCTION と NYCTOPHOBIC 、 AGATHOCLES と 
で GRIND OVER EUROPE 3(ちなみに 2 は EXHUMED 、 
HEMDALE 、 NYCTOPHOBIC でした)のツアーをドイツ 
で見る事ができました。 HAEMORRHAGE の連中とひさ 
しぶりに再会もできうれしかったなあ。でもなんとなく恥 
ずかしくてあまり喋んなかったですね。 Luisma は前より 
太ってて Ana もちよっと老けてましたねえ。そんでもって 
久しぶりにライブ見たけど、残念な事がありました。ライ 
ブ中盤ぐらいで酔っばらった客がぺットボトルを投げて 
それが運悪く Fernando 君の頭にあたってしまい怒ってス 
テージを降りてしまいライブが終わっちゃいました。あらら。 
まあ演奏も凄い上手くなってたし貫禄ついてましたね。ぜ 
ひ日本のゴアフリークに観て欲しいですねえ。誰か日本 
呼ばないかなあ...。 

彼らのオススメ音源はやっばり衝撃的な 1 st と最新作 
の 『Morgue Sweet Home 』。 あと split live tape with 
EXHUMED なんかグレートです！他にも split 7" なんか 
もいろいろでてるのでデイグつてみてくんさい。 


by CSSO / Gorepper 5 


wmm 


imma 


が私にもたらしたものは… 


アメリカンハードコアというネームは過去の物となり us 
ハードコアといわれるが、スタイルとしてのアメリカンハ 
ードコアはきちんと認識されるであろう。鋲ジャンなら UK 
ハードコア、ネルシャツ(スケート？）ならアメリカンハード 
コア。この定義は80年代のものであろうが。私は80年代 
後期からハードコアの攻撃的な部分に影響を受けたので、 
当時は両方ともハードコアだし今でもそうである。はずで 

る。 

『 DOLL 』 は私の読物として17年位になるのですがその 
頃から既にアメリカンハードコア(それは只、単にアメリカ 
で活動しているからであろろ）はあったし、それは小さい 
記事ながらも大切な情報源であった。今でも自宅にはホ 
コリにまみれてカビ臭くなってはいるがきちんと本棚に並 
んでいる。高校辺りにその影響を受けてしまえばもちろん 
レコードは欲しくなるしライブも観てみたくなる訳で卒業 
後は速攻で東京に来るが、まだまだ UK スタイルが全盛。最 
近ライブでは革ジャン人口が少ないので寂しい限りであ 
るが当時は気合の入ったペイント、錤の輩が沢山いた。私 
も真似はしてみるがどうにもそういうセンスは無いよう 
で諦めて、でも結局はどこにも居そうな普通のお客さんで。 
ちよっとバンド T シャツ着ているからパンクとかハードコア 
好きなお客さんだった。今でもそラだし。まあ元々リスナ 
一で あるし オー デイエンスだ。 ステージに 立った事もある 
がやはり器では無いと考えさせられるその頃もあった。本 
物を観てしまえばそれに勝てないのは事実で、何ができる 
かを考えれば自宅でコッコッやるよ5な仕事が合ってい 
たのかも。そんなところが半田商会の原点であるかも知 
れない。 

現在半田商会は5年程になりますが16作品のリリース 
■に恵まれ来年も予定あり。半田商会を始める前からもち 
ろんハードコアは聴いている訳ですが日本ならライブに行 
けばバンドに出会えるし音源も手に入る。外国のパンドは 
観る事が出来ないので小さな情報も見逃さずに雑誌やシ 
ヨッブのコメントは大事な情報でいろんな物を聴いていま 
した。興味のある物はお金の許す限り買って聴いていた。 
それでは足りずに読めない外国のフアンジンのシーンリボ 
—卜やレビュー。これがまた大切で、更にはサンクスリスト 
までチェックしだす始末でそりや売れている物を聴いてい 


by Hideki Handa (半田商会） 

る暇は無い訳です。今では開き直って別に聴かなくてもい 
いし、聴きたいものだけ聴いてりやいいじやんと思ってい 
ます。だから有名なバンドについてはあまり知りません。 
何でも聴く訳ではありませんので会社の人に聴かされても 
知らないとしか言えない。ただ感じてそれが良ければそ 
れでいいじやないかと思うのです。レンタルも CD は殆ど 
借りた事はありません。最近はレンタルビデオ屋も殆ど行 
きません。欲しい物にしか興味がないと言うか、逆に凝り 
だすと掘り下げていきたくなります。このファンジンはフ 
ァストを主に扱っている物ですがそういうのは最近あまり 
聴いていないかも。 

只、スピード感は気にします。最近はクロスオーバー辺 
りが気になります。これまた古い話ですね。80年代はスラ 
ッシユメタルも全盛期ですしハードコアも凄かったですし、 
両者が影響受けるのもわかる訳です。最近のモダンな物 
はスピード感と言うよりはグルーブ感ですか？ミクスチャ 
一の発展した物ですか？ああい5のが流行りらしいです 
が私は知りません。やっぱり10代後半から20代前半に受 
けた影罾でしよ5か？横ノリは苦手です。縦ノリとい5よ 
り突っ込む位の方がいいですね。そういう意味においてハ 
ードコアは絶対でしよう。時々ステージからパンドのメン 
バーがフロアに突っ込んでくる事もあるし。最近は少ない 
ですか？客のノリが悪いから突っ込んで気合入れるとか、 

客少ないから降りてきて歌うとか。ステージで抑えきれな 
い衝動はフロアにこぼれてくるわけですね。演奏を気にす 
るパンドよりちよっと位下手でもバーンとくる勢いを持っ 
たパンドの方が好きですね。感覚的ですが。やっと 『 FAST 』 に、 
ファンジンの主旨に、近付いてきたみたいです。 

ファストというよりスケートコアに近いか第2世代のス^ 
ケートブームは私をアメリカンハードコアにより近付けま_ 
した。スピード感としヽう意味におしヽてはとても似てし\ますね 。 r 
両方とも。こんな文章もどこかの雑誌で見た事がありますがン 
でも実際私はその中にいたしスケボー上手くなれません 
でしたがやっていました。ネルシャツ腰に巻いてサークル 
ピットの輪の中にいました。ピットで揉みくちやにもなっ 
ていました。やっばりアメリカンハードコアです。でもその 
頃はジャパコアというよりネオハードコアよりでした。攻 
撃性よりライブを楽しむ事を彼等は大事にしていたと思い 



ます。そういう輪みたいな物に憧れました。 

分岐点かも知れません。ハードコア多様化の。私の中で 
は本質は同じ様に感じましたがスタイルの違いはその後の 
客層やハードコアという言葉の意味合いを深いもの、浅い 
ものにかえたのではないかと今思5わけです。こむずかし 
い様に思うかも知れませんが私自身にも良くわかりません。 
価値観は人それぞれ違ろ物ですから一概に言えません。書 
いてしまいましたが。ネオハードコアはより音楽的な部分に 
於いて、ポップな部分に於いて世の中に受け入れられロッ 
クという意味合いを強く打ち出して行ったかも知れません。 
メロコアやエモ、激情の流れはここから始まったといって 
も過言はないでしよ5。と思います。自信が無いから思い 
ます。もっと分析できる人が書けば分かり易いのでしよ5 
が私の場合、経験が全てですのでそろい5風に感じたから 
こんな風にしか書けません。そろい5頃に私はそうい5ア 
メリカンハードコアも聴いてもいましたし。その頃 『MAXIMUM 
ROCKNROLL 』 を見ていた。英語が堪能で無い私は見ると書 
きます。実際記事は読んでなし、読むといえばシーンリボー 
卜で怪しいパンドのチェック、レビューのハードコアの文字 
にチェック。ハードコアというだけで音もチェック。よくこ 
れが失敗の元でした。今考えればアンダーグラウンドに於い 
て幅広く聴けた事がせめてもの救い。救われてもいないか 
もしれません？ SxEx ハードコアやユースクルータイプも聴 


きました。シーンが確立する前は 『MAXIMUMROCKNROLLJ 
にもそれらのバンドの広告やレビューが載っていました。今 
はどうでしよう？ニューヨークハードコアもありました。今 
でも初期のパンドはオリジナリティがあり勢いがあると感じ 
ます。その流れは何年か遅れて日本にも来ましたが。オー 
ルドスクールやニュースクール 等々。 

UK ハードコアやヨーロッパのもの、イアーエイクの初期 
は良く聴いていたしリリースも活発であった。今思ったので 
すがどちらかとい5とファストという意味合いが近いのは 
この辺りではないかと。グラインドも然りですが。皆さんは 
どう考えますか？ S . O . B •や NAPALM DEATH ' E . N . T 等も 
その頃活動していたし。 

ライブに行けばより詳しくシーンの事が分かるだろうし、 
音源のリリース具合によってもシーンの活発さが良く分かる。 
さて次はどんな物に興味が湧くだろ5か。私の経験はそれ 
程のものでもありません。ライブに足を運んで観てライブ^ 
を感じて今に至ります。今、情報は手に入り易いです、音源| 
も手に入り易いです。選択するのは自由です。私がこの道1 
に踏み入れて抜けられないのは今でも心を動かす何かがあ 
るからだと思い、それがあるから生きられると思うのです。 
半田商会の音源はそんな経験の生かされた個性豊かなパン 
ドをリリースしています。 





ARMENIA -cocytus- CD 
2nd album 1500 yen 
Now on sale! 


Handa&Company 
c/o Hideki Handa 

102 Chikaraishi-So, 3-71-8 Ikebukuro, 
Toshima-Ku, Tokyo 171-0014 Japan 
Phone&Fax 03-3980-7563 
E-mail:handacore@mwc.mglobe.ne.jp 
http://www.geocities.co.jp/Hollywood-Stage/9052 






Illustration by Efu Matsumoto 


ハードコア、グラインド、ク 3 スト、ファストコア等々、根本的な思想や姿勢、音楽的スタイルから便宜上そのよ 
うな括りをするケースは非常に多く、大雑把にどのようなサウンドなのか分かるので便利であるが、時として先入 
観を与え、バンド側が不利になるような事も多々あるのも事実。多くのファンジンで言われていることだけど、レ 
ビューといろのはあくまでもライター個人の感想に過ぎず、その意見が正しいわけではないし全てではない。つま 
りレビューは一意見として鵜のみにせず、それぞれ自分の耳で善し悪しを判断することが大切だと思ろ。 

本誌で取り上げているレコードや CD は、本誌ライターのお気に入りを掲載しているので、掲載もれをした重要 
作品もあるかもしれないが、リリースされたものを全て掲載するなんてことは100%不可能だし、日本のバンド 
だからといってひいきにしない。本誌のポリシーとして当然タイトル通り、基本的に速い音楽を扱い、国籍、人種、 
一般的に言われるジャンルは関係ないのだ。ようはいろんな意味で格好良ければいいわけだから…。 




ノ 


※ 既に売り切れているレコードもあるかもしれません。あらかじめご了承下さい。 
またレーベル住所は念のためそれぞれ確認して < ださい。 
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I ANAL CUNT 

『Very Rare Rehearsal from February 1989 』 CD 

Shipman Records 

(4-31-11 Eifuku , Suginami - ku , Tokyo 168-0064 JAPAN ) 

一時期解散の噂が流れていたがしっかり活動中で、今年3月には来日ま 
で果たす。ライヴは初期の曲が中心になっているよ5だ。この作品にお 
いてもグラインド•ノイズとして気狂い扱いされていた極初期の音源で度 
胆を抜かす。リハーサル音源とはいえ、14年も前のものとは思わせな 
い極めて先鋭なスタイノレは、既存の音楽に括られることを拒み続ける故に、 
今聴いても凄いの一言に尽きる究極音楽。ボストン•ハードコアを通過し、 
判りやすいユーモアを導入した Earche 時代の音楽性も悪くはないが、 
ANAL CUNT の魅力はこの極初期のスタイルに詰まっているといつても 
過言ではない。変態ぶり健在の新曲が聴きたくなる程グレイト。 



I BIRDFLESH 

『Carnage on The Fields of Rice 』7 "EP 

Nuclear BBQ Records(c/o George Lopez 3816 E.Dozier St., Los Angeles, CA 90063 USA) 

どこまで本気なのか、イヤもしかすると全てをさらけ出した結果なのか。 
だとすると、100%阿呆全開で馬鹿まっしぐらなスウェーデンのボンコ 
ツ野郎共。ただし、それはあくまでもビジュアル面だけの見せ掛けであ 
って、中身はというと極上のグラインドコアだから侮れない。突進性は 
TERRORIZER 、 ノイジーな展開は NASUM 、 発想面では ANAL CUNT と 
いった印象で、随所に発狂ヴォイスやユニークなメロデイを導入してい 
る点も見逃せないだろう。逆に言えば、その部分にボンコツさが潜んで 
いるのかも。80年代後期デスメタル風で始まる曲もあるけど、それもハ 
マってしまうのは彼等の許容範囲が広いからというのは他ならない。 



I BLACK MARKET FETUS 
『Murder MachinesJ 7 "EP 

Rat Gut Records 

ジャケットからの印象はイマイチだが、ぶつ壊れ度の極めて高いアメリ 
力の5人組の Is 值源。徹底的にへヴィに仕上げたブルータル•サウンドは、 
基本的にグラインドコアのダッシュカのあるブラストビートを用いながら、 
どこかクラスティーな雰囲気を釀し出しているのがポイント。しかし時 
折聴かせるメロディックなパートは、明らかに今どきのニュースクール- 
ハードコアそのもの。良く言えば SLAYER 以降のスラッシュメタルがベ 
ースか。このメタリック•サウンドを用いながら、スパイキー且つ錤ジャ 
ンなルックスというのもナイス。また内ジャケットにレイアウトされてい 
る数々のフライヤーには、興味深い対パンが多数あり。 



I BLACK MARKET FETUS / BODIES LAY BROKEN 
split 7 "EP 

Discos Al Pacino ( P .0. B 0 X 3051 Burnsville MN 55337 USA ) 

グラインドコア•パンドの期待の新生バンドによるスブリットで、まず前 
者 BLACK MARKET FETUS は上記レビューにも書いたように、クラス 
ティなルックスと、グラインドコアとメロディック•デスメタルをミックス 
したようなサウンドが、妙にマッチしているグレイトな出来だ。後者 
BODIES LAY BROKEN は、 MACHENTAZ 〇とのスプリット盤も出して 
いるミネアボリスのグラインドコア。こちらも昔のヤクザ映画等から引 
用したよろな日本語を多様した SE と、重低音域で唸っているヴオーカル、 
というか声とのギャップが実にユニークだ。私的には新たなパンドが出 
現とい5意味でも大満足な1枚。 
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I BRUJERIA 

『Mextremist HitsJLP 

Monster Records(Apartado de Correos 1810 7, 28080 Madrid , SPAIN ) 

あたかもライヴ活動をしているかのように出身地やメンバー構成に至る 
まで偽つていたのは有名な話だが、各方面への影響は計り知れない。英 
語以外の言語を使用し、感情込め過ぎて字余りのごとくメロディーに収 
まつていないヴォーカルはいつ聴いても格好良過ぎで、このパンドの特 
徴ともいえるほど個性として光る。覆面剥がし正体バラした途端人気は 
下降の一途を迪るのだが、あくまでもモダン化による音楽性の変化がマ 
イナス要因なのだ。初期から現在に至るまで幅広く収録されたこのベス 
卜盤は、良くも悪くもパンドとして大きな流れが判るので必須である。素 
晴らしい功績満載 。 「Matando Gueros 」 は何百回聴いても最高!！！ 



I CEPHALIC CARNAGE 
『Lucid IntervalJCD 

Ritual Records 

(Ikebukuro Wakabayashi Bldg 5F 2-16-19 Mejiro Toshima-ku, Tokyo 171-0031 JAPAN) 
グラインドコア•フリークにはお馴染みのはず。様々な音楽を取り入れた 
斬新且つ究極な音作りは、今はなき BRUTAL TRUTH や EXIT - 13の次を 
担う新世代グラインドコア•バンドといえる。ただし、単に音を歪ませて 
ブラストビートを導入しだけに留まらず、 John Zorn がプロデュースし 
ている TZADIK 周辺のフリーミュージック/フリージャズ、前衛音楽も取 
り入れたかのような、ある意味奇怪な内容だ。また時折 EYEHATEGOD 
のような重量級ハードコアや、 CANDLEMASS を思わせる神秘的な雰囲 
気を醸し出すところも音楽の深さを感じさせ面白い。現在の裏プログレ 
ツシヴ•ミュージックの決定版。 



I COMRADES 
7 "EP 

Skud Records ( BP 51 5, 33001 Bordeaux Cedex , FRANCE ) 

ブルータルな楽曲というのは、ただ単に重さを強調したり異常なまでの 
速さだけで成り立つモノではないと思う。もっと内から湧き出てくるエ 
ネルギーが重要であり、理屈抜きに惹き付け、聴き手を圧倒する"何か" 
がある。となると、このバンドにはその魅力が潜んでいる。グラインドコ 
アを巻き込んだ INFEST 以降の血管プチ切れパワフル•ハードコア■サウ 
ンドで、軽快なスピード感ではなく、あくまでも力強さを強調した点が大 
正解。その強引なパワーがブルータル度をアップさせているのは言うま 
でもない。サウンド自体に暴力的な雰囲気を感じさせる点では SLAVE 
STATE を彷彿させ、最強且つ最狂なレコードといえる大推薦盤。 



I CONTAINER CRUSHES FROM HELL / MIHOEN ! 
split 7 "EP 

Discos Al Pacino ( P . O.BOX 3051 Burnsville MN 55337 USA ) 

前者 CONTAINER CRUSHES FROM HELL は、バンド名に色濃く自分 
達の音楽性を表現しているよろに思ろ。発狂グラインドコアを軸に、社 
会に対するメッセージ性を大切にしたシヤウトするヴォーカルは、地獄 
で苦しんでいるかのごとく危機迫るサウンドとして押し寄せる。誌面に 
は全てを表現しきれていないだろうが、彼等のメッセージをしっかりと 
受け止めよう。一方の M 旧〇 EN ! はボストン•ハードコアの流れにあり、 
OUT COLD を彷佛させるせわしないスピード感は、グラインドコアに勝 
るとも劣らない。ふだん、両者は違う客層を前にブレイしているのでは 
ないかと想像できるが、本誌的にはグッドな組み合わせ。 
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I CRUCIAL SECTION 

『 Let's Raise Your Hands !』7 "EP 

Crew For Life Records 

(5-4-58 5-402 Fujimi-cho, Higashimurayama, Tokyo 189-0024, JAPAN) 
バンダナ•ブームの火付け役と言っても過言ではないだろう。ジャケット 
もナイスな单独作で 、 CRUCIAL SECTION の魅力が詰まった力作 。 「Dark 
Floor of HeH 」 や 「 Encounters 」 で聴けるベースとギ ター サウンドは、 所 
謂バンダナ•スラッシュの定番と言える音色且つメロ デイ ラインではない 
だろうか。もちろんそれを現在のシーンに植え付けたのは紛れもなくこ 
のバンドであり、その筋の先駆者ならではの特権。またスケート•スラッ 
シュは RIPCORD や HERESY 等が定番とされる中で、ドラマーがライヴ 
時に METALLICA の 「Damage inc 」 の T シャツを着用していたのを目撃 
したときはルーツを感じ、私は感動した。必須アイテム!！！ 



I DEFECTOR 
7 "EP 

Crust War 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
Crust War が発行するフアンジンで、即効売り切れてしまつた#8に付録 
されていた DEFECTOR のデビュー EP 。 同誌面にもしばしば登場してい 
るメンッが在籍。初つばなからノイジー且つ破壊的なクラストコア•サウ 
ンドをぶつ放し、理屈抜きに格好良いのだ。クラストを知り尽くした者だ 
からこそできる技なのだろろ。いづれにしても、低価格で情報満載な素 
晴らしい内容のフアンジンを読みながら DEFECTOR の EP が聴ける、こ 
れはまさにバンド側はもちろんのこと、バックアップする Crust War 側の 
クラストコアをこよなく愛する気持ちが表れた結果だと思う。ゲットでき 
なかった人はがんばって探しましよ5。 



I DISGUST 

『UndermankindJCD 

Mask Records 

(1009 Sun Mansion Gokiso 3-1-5 Shiotsuke-Dori, Showa-ku, Nagoya 466-0022 JAPAN) 
HEMDALE とのスプリット盤等をリリースしてきた名古屋のグラインド 
コアで、これは初の単独音源。高低音を使い分けて音に広がりを持たせ 
つつ、ブラストビートを取り入れたクオリティの高い楽曲と演奏面にお 
いて、確実に世界トップクラスのグラインドコアといえるだろう。また疾 
走するバックのサウンドに、ある種の語りのような言葉を乗せるところは、 
まさに彼等ならでは。グラインドコア■バンドとの共演に留まらず、あら 
ゆるハードコア•パンドとのライヴも激烈ながら着実にこなし、実力がそ 
の実績に伴って表れているように思う。つまり、グラインドコアだけに 
終わらない箇所がいろいろな面で垣間見えるからグレイトなのだ。 



I DISGUSTING LIES 

『 Don't Ask , Just Listen !]10 "EP 

Agipunk 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 

クラステイーにはお馴染みの極めてダーテイー路線を展開するクラスト 
コア•バンド。 MISERY や EXTINCTION OF MANKIND 等の人気のある 
ベテラン勢と同等の位置付けをされるべきバンドで、東欧ボーランドと 
いう旧社会主義国家の中で怒りは頂点に達し、それを音に摺り替えて爆 
発させている。歌詞は英語ではないので残念ながら100%理解できな 
いが、逆に言えば伝えたいメッセージが明確にあるからこそ、使い慣れ 
た母国語でストレイトに訴えているのだと思う。もっとも歌詞の面での 
理解ができなくとも、怒りが込められたクラスト•サウンドをしっかりと 
肌で感じさえすれば、おのずとメッセージは伝わつてくるはずだ。 
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I DROPDEAD / TOTALITAR 
split 7 "EP 

Prank (P.O.BOX 41089 2, San Francisco, CA 94141 -0892 USA) 

Tribal War Asia 等のサボートにより実現した素晴らしい 1 996年来日以降、 
人気は下降気味どころか知名度も下がってしまった感のある前者 
DR 0 PDEAD 。 気が付くとヴォーカルだったハズの Ben がギターを担当し 
新ヴォーカリスト加入と、若干メンバーの移動アリ。6年前に感じた猛突 
進するフアストサウンドは相変わらずで、私は嬉しいし本当に久しぶり。 
後者は言わずと知れたスウェーデンの D - Beat マスター。前者同様、変 
わる事のないスカンジナヴィア流のスラッシュ•スタイルに感動する。流 
行とは全く無縁のハードコア•バンドの硬派な由縁は、彼等のようなバン 
ドのことを示すのだろう。真のハードコアフアンに捧げる1枚。 
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I EU'S ARSE 
ri981-1985JLP 

Agipunk 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
イタリアは日本、アメリカ、イギリスに比べると情報の少なさからシーン 
全体を把握するのは困難とはいえ、 RAW POWER や WRETCHED は御存 
じと思う。 DISCHARGE の影響下にあるこのパンドも実はイタリアを語る 
上で重要な存在なのだ。超貴重なライヴ音源や IMPACT とのスプリット音 
源等を収録し、ライヴ音源に関しては録音状態に聴き苦しい箇所が少々 
あるけど、20年前のイタリアにおける臨場感がたっぷり詰まっていて素 
晴らしい。 EP 等に関してもなかなか接することのできない音源であるだ 
けに、こういつた形で手軽に聴けるようになつたことは嬉しい。ちなみに 
EP の音源は劣化せずに素晴らしい激音で収録されていて最高!!！ 



I FINAL BLOOD BATH 
『Dead or Alive 』7 "EP 

Crust War 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
将来的に DISCHARGE フォロワーの最高峰に間違いなく君臨するであろう。 
もしかすると、もうそのように認識されているかもしれない。バンド名 
から DISCHARGE を下地にしているのがわかるし、狂気溢れる全ての怒 
りを全面に出している姿勢は、終始音にも表れているからこそグレイト 
なのだ。更に 『 Why 』 以前の全盛期を思わせるフレーズも多数あり、現在 
の DISCHARGE 以上に DISCHARGE な曲の連発。一音そのものまでが 
まさに DISCHARGE といえる充実ぶり。実に良く研究しているなあと感 
心する程だ。あと 『Fight Back 』 のジャケットに似ていると思ったのは俺 
だけか？全てが完璧な必須アイテム!！！ 



I THE FLESH 

『プロフェッシヨナル 』 CD 

Pump Up Rock Records 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
ライヴにおいて引き立つであろう適度なスピード感、誰もが親しみやすい 
はずのメロデイとノリの良さ、全く飾ることのなく偽りのないストレイトに 
表現された言葉、全てが好印象。謙虚な姿勢がひしひしと伝わってくる日 
本語によるメッセージは、自分を含め30歳過ぎの心に打ち付け、これこ 
そ私的には"等身大"のバンドと思えた。パンドのメンバー日くパンドの姿 
勢や人間性を突き詰めた結果、といろのも納得。言葉はもちろんのこと、 
ジャケットの太陽にも良い意味でどこか"昭和"ならではの素朴さ、懐かし 
さを感じさせホッとさせる。しかし、あくまでも現在を生きる者だから共 
感できるのだと思5。骨太な日本語ロックの醍醐味満載の好盤!！！ 
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I GASMASK / COWARD 
split LP 

Crust War 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
80 年代の大阪シーンで絶対に外すことのできないノイジー•ハードコア 
による奇跡のスプリット盤。現在では破格の値段となり入手困難となっ 
たあの Skeleton Records よりリリースされた EP やソノシートだけでなぐ 
超貴重なライヴ音源、未発表音源、両パンドによる幻のセッシヨン音源 
も収録されているのだから、これはディスコグラフィ盤といえるほどべ 
ストに近い。メッセージについては、歌詞を読めば彼等が何を訴えてい 
たのか強烈に且つストレイトに判るだろ5。音楽性についてはこの域に 
達するとどろのころのといったレベルではなく、存在自体が偉大なので、 
有り難いの一言に尽きる。約20年前とは思えぬ緊張感が漂5。 



I GUILLOTINE TERROR 
『Battle ZoneJCD 

Battle Planning (4-5-3 Daimachi, Hachioji-shi, Tokyo 193-0931 JAPAN) 

先頃長い沈黙を破り、強烈なライヴそして 3 rd アルパムにあたるこの音 
源で完全復活を果たした。活動歴が長い割に、このオリジナリティある 
サウンドは世界的にも例がなく、自らをブルータル•デスメタリック•ハ 
ードコアと形容している通り地を這うかのごとき重低音で固め、ハード 
コアにおける必要不可欠な熱しヽメッセージを放つている。今までと同様に、 
世の中に潜む悪の根源に照準を合わせ、徹底的に批判と攻撃を日本語 
で表現する彼等の姿勢からは、常に危険と隣り合わせでありながら、生 
半可な気持ちでは決してできない緊張感が終始漂ろ。この種の音楽がサ 
ウンドだけで判断できないことを思い知らされるだろう。 



I HAEMORRHAGE 

『Morgue Sweet HomeJCD 

Morbid Records 

1 曲目から震える程見事な曲の目白押し。えげつないジャケットや歌詞が 
ギミックとして捉えられ、ギャグかふざけているだけの代物と思われがち 
なゴア.グラインドの世界を振払うかのごとくストレートに爆走するナンパ 
一の連続。ジャケットからゴアな雰囲気を臭わせないところも意味ありげ 
な感じがする。演奏が上手いのはもちろんのこと、とにかく気持ち良い程 
曲が素晴らしいのだ。演奏面ではなく曲としてのもたつぐ感じも全くなく 
なっているし、押し引きの上手い文句ナシの大傑作!！！こういった作品を 
リリースしてしまうから、ゴア•グラインドから目が離せないのだ。 
CARCASS のフオロワーの枠を完全に超えたと言つても過言ではない。 



I HAYMAKER 
LP 

Deranged Records (P.O.BOX 543 STN.P Toronto On.M5S-2T1 CANADA) 

同レーペルよりリリースされた 7 "EP で SIDE BY SIDE のジャケットをパ 
口ったのは笑ったが、この作品においても音楽性に関して基本路線は変 
わらず、全世界的に大人気のハードコア.スラッシュをベースにしたモン 
トリオールのバンド。むしろ 7 "EP より曲数が多いにも関わらず勢いはあ 
るし、楽曲的にも優れていると思う。ただし、単にスピード重視だけで 
なくボストン.ハードコア以降の力強さを強調し、80年代の再現だけで 
は終わらぬ怒りに満ちた重量級激音で畳み掛けるからグレイトなのだ。 
恐らくカナダで現在最も勢いのあるバンドではないかと思われる。パス 
ヘッドによるジャケットもグッドなので購買意欲をそそる好盤。 



















I HELLNATION 

『Dynamite Up Your AssJCD 

Sound Pollution 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
ルックスがもろパンクな新メンバーを迎えた約 3 年振りのアルパム。この 
種のパンドでは異例といえるアルバム•リリース数だ。しかし、グラインド 
コアやファストコアといつた括りが無意味になるほど荒々しさに磨きがか 
かり、ハイテンションを維持し最後までハイピッチに飛ばす。超ド級の加 
速力は全く衰えずに HELLNATION 節全開な曲満載で、音の大洪水とは 
まさにこういつた音に対して使う言葉なんじゃないだろうか。隙間のな 
い音の厚みも3人組とは思えない程だし、しかもこのハイスピードな展開 
にも関わらず、ドラムがヴオーカルを担当しているのだから恐れ入る。ま 
たこれをライヴで再現してしまうのだから、もう堪らんでしよ！!！ 


HELLNATION] 



Mt 
YOUR 


I IDIOCY OF GROTESQUE / MY MINDS MINE 
split 7 M EP 

Rot Away Records 

アンダーグラウンド•グラインドコアの真髄ともいうべき、破壊的且つノ 
イジーな日蘭強カスブリット盤。両者とも正直言って音はクリアではな 
いため、全てのリスナーにお薦めできるかど5かは疑問だが、音がキレ 
イであれば素晴らしいレコードなのかと言えば決してそろではない。前 
者札幌の IDIOCY OF GROTESQUE にしたって、予算的な部分でロウな音 
になっているのかもしれないが、くっきりとしない方が逆に恐怖感、地 
下雰囲気が強調され、バンドとしての本質的部分が見えてきて良いと思 
ろのだ。これこそアンダーグラウンドの魅力のひとつかも。また、後者 
MY MINDS MINE は前者に比べストレイトなグラインドコアだ。 



I INFEST 

『No Man's SlaveJLP 

Deep Six Records (P.O.BOX 6911, Burbank, CA 91510 USA) 

二度と INFEST 節を聴けぬと思っていたのに、2002年になって新曲が 
聴けるなんて本当に奇跡的で私は嬉しい!！！1995年に録音されながら 
お蔵入りとなっていた幻の音源に、2000年にヴォーカルをのせた新作 
である。登場以降独自の路線を築いてハードコアやグラインドコアを超 
越し、マツチヨ要素も多分に含まれた激速サウンドは地下シーンに多大 
な影響を及ぼしたのだが、ここでもその強烈な独自性は衰えてし\なかった。 
全編に渡つて怒りをあらわにした激速ナンパーはもちろんのこと、スラ 
ツジ•ナンパーにおける彼等流のアレンジも超極悪で、あらゆる点でノツ 
クアウト間違いない。 INFEST が完全復活したと捉えていいのかな？ 



I JOHN BROWNS ARMY 

『Who Fucked The Culture Up?』CD 

Gloom Records (P.O.BOX 14253, Albany NY 12212 USA) 

REAGAN SS とのスプリット盤もグレイトだったアルバニーのバンドで、 
LP 盤もリリースされているようだけど、 CD には今まで発表した全ての 
曲を追加収録していて超お得。ヴォーカルにややマッチョさを感じるけど、 
サウンド自体は力任せにドッシリとしながら終始テンションを下げずに 
突き進み、その組み合わせがニューヨーク周辺のバンドならではといえる。 
ただしメタリックではないのが良いのだ。80年代スラッシュ.ハードコア 
のリバイバルではないけど、モッシュピットが盛り上がりそうな勢いのあ 
るスピーデイーなレイジング■ナンパーに溢れ、皆に聴いてもらいたい 
絶品モノの出来。アメリカ東海岸ハードコアの真骨頂!！！ 


JBA 

who fucked the culture up? 
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I KNUCKLE HEAD 
『業音 （ Gouo )』7 "EP 

MCR Company (157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 

新体制後、初の音源となる 4 曲入りの自主製作 CD の完売にともない、 
MCR より再発といラ形をとりながら1曲追加してのリリースの運びとな 
つた。破壊的でありながらメロデイを残したサウンドは日本ならではの 
ハードコアの影響を感じさせ、またブラストビートの導入によりナックル 
ヘッドの強い個性として光る。また HIS HERO IS GONE を彷彿させる 
エモーシヨナルさも感じさせグレイト。日本語による歌詞も抽象的な印 
象を与えながらも、"詞''というより M 詩"の感覚に近く、日本語の繊細且 
つ美しさを活かしたセンスの良さは抜群。この美的感覚は芸術的といえる。 
そのメッセージを汲み取れれば、より音楽の深さを思い知るだろ5。 




I THE LAST SURVIVORS 
『Chaos is Here 』7 _’EP 

Crust War 

(Distributed by MCR Company：157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
今までの Crust War のリリースの中でも、少々違ったテイストを持つパン 
ドではないだろうか。まずハードコアの原点ともいうべき初期 UK やスウ 
エーデンのパンクな印象を与えている。 DOOM 以降のクラストコアでは 
ないが、音楽シーン全体の流れとしては共通する部分が多々あるのは言 
5までもない。音自体もノイジーではなく軽快に突っ走っていて、この種 
の音を打ち出したバンドって最近では珍しいのでは？裏ジャケットに書 
かれた 「We Just Another Punk Band 」 というコメントは、彼等の姿勢 
を象徴したかのようで心憎い。神奈川県大和市のバンドだが、良い意味 
で日本のパンドつぼさを感じないグレイトな内容。 



I MESRINE / IRRITATE 
split 7 "EP 

Bucho Discos 

(Distributed by Absurd Records ： C,P. 302 Centro Osasco/SP 06016-970 BRAZIL) 
カナダ最強のグラインドコア•バンドの前者 MESRINE は、俺的には購買 
意欲の出る最高にクールなジャケットでグッド。内ジャケットもセンスが 
良いしクールだね。シリアスな歌詞や姿勢であつても、こういつたユー 
モアを出せる余裕は必要でしよろ。サウンドは今までと変わらぬ手数の 
多いある意味まともなグラインドコアで、この辺はさすが元 DAHMER とい 
つたところか。打ち込みでも結果が良いモノであれば構わないのだ。一 
方の後者 IRRITATE はフィンランド出身の3人組で、ジャケットはイマイ 
チだが分厚いグラインドコアがナイス。所々スラッシュメタルを感じさせ 
るメロディックなパートは、アクセントになつていて面白い。 



I MIGRA VI 0 LENTA / DISARM 
split 7 "EP 

Truzzkiller 

南米アルゼンチンで最強ハードコア•パンドと名高しヽ MIGRA VI 0 LENTA と、 
イタリアの DISARM による素晴らしいスプリット盤。前者 MIGRA 
VI 0 LENTA は音楽的には LOS CRUD 0 S のパワーの部分を強調したか 
のような、ラテン系スラッシュの魅力満載で本誌読者にはお薦め。後者 
DISARM は80年代イタリアン•ハードコアの影響が見え隠れしながら、 
重量級グラインドコア•サウンドにより即死。 SODOM のジャケットをパ 
クつた内ジャケット•デザイン、レーペル面が VENOM の Mantas の写真 
使用、日本の子供による挨拶、とい5意図に謎を残すけど、私的にはこ 
のセンスと趣味は大好きだから良い。 


















I 


MISERY / EXTINCTION OF MANKIND 
split LP 

Sin Fronteras Records(PO BOX 8004 Minneapolis, MN 5540 8) 


米英のメタリック•クラストコアの代表格による、ありそうでなかった組 
み合わせ。前者 MISERY は勢いだけでなく良い意味で計算された完璧な 
楽曲で、超重量級の戦車のごときサウンドに圧巻。どこか哀愁が漂いつ 
つ湿り気と硬質感たっぶりのサウンドは、危険なほど中毒性が高く私的 
にはグレイト!！！太く濃厚な声質も癖になる。曲数少ない分、良いところ 
を凝縮したといえる。一方の EXTINCTION OF MANKIND はどこか初期 
DISCHARGE を彷佛とさせる点がナイスで 、 INTERNAL BLEEDING が 
起用したことで有名なイラストレーターの作品を使用しているのも興味 
深い。個性面において MISERY が圧勝。 



I 


NAPALM DEATH 
『Order of The LeechJCD 

Feto Records (P.O.BOX 8087 Birmingham England B113FF UK) 


実験や進化と称し、一時期路線変更をしていたのは紛れもない事実だ。 
良くも悪くも魅力は薄れながら今風のバンドに埋もれていって、私の中 
で NAPALM DEATH は完全に終わっていた。のはずだった、この作品を 
聴くまでは。少なくともこのアルバムでは 3 rd『Harmony Corruption 』 に 
近い内容に戻っている。それはデスメタルではなく、もちろんハードコア。 
コレを聴くと、彼等の10年間は何だったのかと思わずにはいられない。 
本当に実験だったのか？単に自分達の魅力、自分達がなぜ支持されて 
いたのか分からず、欲を出してしまったのではないか？いずれにしても我々 
の NAPALM DEATH は戻つてきた！！！ 



I OUT COLD 

『Will Attack If Provoked』LP 

Deranged Records (P.O.BOX 543 STN.P Toronto On.M5S-2T1 CANADA) 

スラッシュやグラインドといった流行には全く目もくれず、相変わらずボ 
ストン•ハードコアのパワフルさを強調した結果がこの新作には備わって 
いる。速さについてはハードコアをプレイする以上必然的に身につくも 
のなので、あくまでもボストンのスタイルにこだわっていることが重要 
なのだ。プレイする側も聴く側もそれを望んでいると思ラ。初期はキチ 
ッとした演奏面を軸にパワフルさやスピード感を出していたので、ボス 
トン•ハードコアでありながらどこかメタリックな印象を与えていた感も 
あるが、今回は荒削りな部分が増えて良い意味でパンキッシュになった 
ところが素晴らしい。また、マニア受けする楽曲が増えた気もする。 



I PATH OF DESTRUCTION 
7 "EP 

Sin Fronteras Records (P.O.BOX 8004 Minneapolis, MN 55408 USA) 

ミネアボリスより新たな刺客登場！皆が大好きな NEGATIVE APPROACH 
のパワーとへヴイネスを再現し、ハードコア•シーンにおけるミネアポリ 
スが持つ硬派なイメージをミツクスしたかのようだ。所謂モツシュパート 
を時折取り入れているけど、全体的には適度にスピードを強調し、ユー 
口やラテン系ハードコアへ人気が集中する中で、力強いアメリカン•ハー 
ドコアをやつてしまうところが素晴らしい。ヴォーカルは NEGATIVE 
APPROACH に匹敵する程狂気に満ちている、というのも決して言い過 
ぎじやないと思う。あの Havoc もお気に入りのようで、来年に新作をリ 
リースする模様。次世代の大物の予感!！！ 




patJj 〇 1 Destruction 

一 ， y 1: 
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I POLICE LINE 

『Quality of Life 』7 "EP 

Too Circle Records 

(3-29-18 Toyotama-minami Nerima-ku, Tokyo 176-0014 JAPAN) 
ドラムの Paul は現在 LIMP WRIST のメンバーであり、かつて DEVOID OF 
FAITH にも在籍した経歴を持つ優れ者だが、そのよ 5 な経歴が無意味に 
なる程ポリテイカルな要素が強く且つ強烈なハードコア•サウンドだ。ただし、 
NEGATIVE APPROACH を彷彿とさせる点は DEVOID OF FAITH と共通し、 
ニューヨークという土地柄所謂ニューヨーク•ハードコアの影響も無きに 
しもあらずといつたところ。日本語訳を掲載しているのも日本人である私 
としては、バンド側のメッセージが簡单に受け止められるので高評価に値 
する。メロデイや哀愁など一切省き、怒りに集中し表現したこれぞハード 
コアの名に相応しいグレイトな作品。 



I QUATTRO STAGI 0 NI 
7 "EP 

Six Two Five Thrashcore(P.O.BOX 423413 San Francisco, CA 94142-3413 USA) 

ブラストビートを多用しているのでグラインドコアと括るのが無難であろ 
うが、ファストコアの軽快感も持ち合わせているので、 90 年代に一大ブレ 
イクをしたハ°ワーヴァイオレンスの波の中で育ったパンドなのかもしれない、 
と考慮すると一概にグラインドコアとはいえないのがこのパンドの魅力だ。 
90 年代中期から末期にかけて多く存在した LACK OF INTEREST タイプ 
のマツチヨ•テイストのある声質と、グラインドコア特有の高音域で暴れま 
わる声質との掛け合いが、新鮮に感じられるほど面白いのだ。勢いに関し 
てはこのレビユーページにおいてトツプクラスで、ハチヤメチヤな感じが 
完全に私のハートをキヤツチした。ドイツ期待のホープ。 



I REAGAN SS 

『Hail The New DawnJ 7 "EP 

Six Two Rve Thrashcore (P.O.BOX 423413 San Francisco, CA 94142-3413 USA) 

自分達は所謂ポリテイカルなバンドではないと前号のインタビューにお 
いて発言していたが、ブッシュ大統領を描いたジャケットからは、現在 
のアメリカ政府が引き起こそうとしている戦争に対しての皮肉がたつぶ 
りと込められ、やはり REAGAN SS はいろんな意味でボリテイカルな印 
象を与えていると思う。最近の LA というとボップなパンクロックのイメ 
ージがあるけど、 REAGAN SS を聴く限り本物のハードコアに関しての 
ポテンシャルは極めて高いと証明されたと思う。バンド名を筆頭に、比 
喩した表現ではなく直球なのが良いのだ。裏ジャケットではもちろんレ 
—ガンが見つめている。 



I RIISTETERROR 
7 "EP 

Terrotten Records (A/C Renan Fravero, Caixa Postal 8080, Porto Alegre, RS/ 90201 -970 BRAZIL) 

ほとんど反則技に近いこのプロジャクト、ズル過ぎる！！！フィンランドの 
生き証人 RNSTETYT と、ブラジリアン•スラッシャー SICK TERROR のメ 
ンパーによつて構成されていると明らかにし、パンド名まで混合してい 
るのだから買わないわけないでしよ。モヒカン、スパイキー、バンダナ 
を描いたジャケットは、ハードコアはひとつであるということを主張して 
いるかのようで心憎い。 D-beat 要素を含み、只でさえ両者共格好良い 
のに、更にこれほど格好良くされてしまうと腹が立つ程最高だ。元々音 
楽的に共通点があるとはいえ、国境を越えたこのプロジェクトを単なる 
プロジェクトに終えて欲しくないと思う。マストアイテム!！！ 




















I THE RITES 

『Your Last Rites 』7 "EP 

Deadalive(P.O.BOX 97 Caldwell, NJ 07006 USA) 

現在、アメリカで大人気の TEAR IT UP と DOWN IN FLAMES のメンバ 
一からなるファスト•ハードコア。元々スプリット盤をリリースした間柄だ 
ったのであり得ない話ではなかったが、両者の力が相俟って 80 年代スタ 
イルに影響を受けたスラッシュ•ソングに溢れ好印象。裏ジャケットにあ 
るヴォーカルのジャンプカも然ることながら、ライヴにおける激しさは 
誰もが認めるところであろろ。 7"EP45 回転なのであっといろ間に終わ 
ってしまうけど、私的にはちようど良い後味。ジャケットのイラストは 
VITAMIN X の 2nd LP でお馴染みの LA 在住 Ernesto Toires なので、リアル- 
ス ラッシャー必須アイテムと いつたと ころ。 





I R 0 T 

『A Long Cold Stare』LP 

Tower Violence Headfakka(Danilo Posse に Karlstrasse 51, 18055 Rostock GERMANY) 

久しぶりに新曲のみでまとめられた LP 。 初期 NAPALM DEATH に迫る 
破壊力抜群のグラインドコアは、腰を低く構えたノイジー且つロウなサウ 
ンドにより、アンダーグラウンドの本質を損なろことなくリスナーの耳を 
刺激する。様式など無縁なグラインドコアはトレンディーなへヴィメタル 
の要素が全くなく、本来の持ち味である反骨精神を持ったパンクな立場 
でハードコアをプレイしているから格好良いのだ。10年以上活動しなが 
ら金の匂いがしないし、ここまで実力と知名度が高いグラインドコア■パ 
ンドは世界的に見ても ROT が紛れもなくナンパー1だと思う。この勢い 
からすると、一生グラインドコアをブレイしてそうな気がする。 



I R 0 T 

『Old Dirty GrindcoresJCD 

2+2=5 Records (Caixa Postal 1668 Sao Paulo/SP CEP 01059 -970 BRAZIL) 
Rotthenness Records (Caixa Postal 1197 Sao Paulo/SP CEP 01059 -970 BRAZIL) 

10 年以上にも及ぶ長い活動歴と膨大なレコードのリリース数により、常 
に世界のアンダーグラウンド■シーンにおいてカリスマ視され続けている、 
ブラジルが世界に誇るグラインドコア•パンド。その歴史の紐を解くかの 
ごとく、重要な音源をかき集めたコンビレーシヨン盤だ。ロウでダーテイ 
一なグラインドコアであることは変わつていないものの、さすがに10年 
という歳月はいろいろな面でパンドを進化をさせたと思う。それを聴きわ 
けるのも面白い。また彼等の場合、ボリテイカルな姿勢を曲けない一貫し 
たポリシーも高評価の要因になつていると思う。グラインドコアの魅力を 
堪能するには、これ以上の作品はないと思うのは私だけではないはずだ。 



1 i 

麵 、' 

、、肩、1:: 




I RUIDO DE 0 DI 0 / KONTRA 0 RDEN 
split 7 "EP 

Repulsive horce Cooperative 

(2-10-4-101 Sangenjaya, Setagaya-ku, Tokyo154-0024 JAPAN) 

南米最強ハードコア•バンドのレコードが日本のレーペルからリリースさ 
れるなんて感動だ。まずエクアドル出身の RUIDO DE 0DI0 は、ボリテ 
イカルな面を色濃く出し、重さの部分においてグラインドコアに近い銳 
い攻撃性がある。ただし鬼速ではなくあくまでも基本はハードコア 。一 
方コロンビア出身の KONTRA 〇 RDEN は、適度なスピードは保持しなが 
ら破壊的に突き進むアナーコ•ハードコア•パンクス。世界一の麻薬生産 
国であり、犯罪率が極めて高くて治安の悪さはピカイチなコロンビアの 
バンドだけに、この危機迫る状況を曲にした時の迫力は、日本のような 
治安の良い国では生まれることはまずありえない緊張感が終始漂ろ。 
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I SCHOLASTIC DEATH 
『Killed By SchoolJ 7 "EP 

Six Two Five Thrashcore(P.O.BOX 423413 San Francisco, CA 94142-3413 USA) 

WHN ? や CAPITALIST CASUA じ HES でお馴染みのドラマー Max が、な 
んとヴォーカルを担当しているこのバンド。解散したとの噂もあるけど、 
とりあえず現時点での最新作である 。 CAPITALIST CASUA じ TIES の音 
楽性に近いバタバタした感覚、そして DROPDEAD のような強引な加速感。 
いづれにしても、パワーヴァイオレンスやファストコアなる言葉も無か 
った90年代初期の雰囲気があり、バンダナ等といった言葉とは無縁の荒々 
しさがあるハードコアでかなりグッド。 Max のヴォーカルはやや細しヽ感じ 
もするけど、常にシヤウトし続けている様は格好良く、ドラマーだけでな 
い才能の多さに驚かされた。 



I SHEEVAYOGA / STERBEHILFE 
split 7 "EP 

個人的な観点から判断すると、チェコ出身の SHEEVAYOGA はジャズや 
フュージョン等を感じさせる箇所があり、一筋縄では行かないサウンド 
に即死寸前で、俺的にはジャケットからして 0 K 牧場なのだ。ドイツの 
STERBEHILFE は粉々になったノイズの粒子を再度固まりにして、はち 
切れんばかりの破壊的なサウンドで炸裂させ、前者同様一概にグライン 
ドコアと括れないほど音楽性の幅が広く、面白さでは全く引けを取らない。 
0 UT 0 の名曲をカヴァーしているけど、超高速処理し気付かないほど一 
気に飛ばす。 A 面と B 面で回転数が異なる変則盤。既存のスタイルに捕 
われずに、しっかりと形にしてしまっているとい5のは格好良すぎ。 



I SIN DIOS / INTOLERANCE 
split 7 "EP 

ハードコア■パンドである以上、暴力や戦争に対する批判や行動はつきもの 
である。ただし皮肉にも、肝心な音楽そのものがそれらの言葉によつて良く 
も悪くも搔き消されている場合が多いように思う。両者ともに楽曲能力、演 
奏能力がハイレベルにも関わらず、一部の地下シーンで評価されているの 
みだ。もし音楽面が高く評価されればフアンの幅も広がり、バンド側にとつ 
ても自分達のメッセージを多くの人に伝えるという意味で成功できるはずだ。 
しかしこの種のバンドに対する偏見は少なからずあるように思う、残念なこ 
とだが。私的には両者共にもつと評価されるべきバンドだと感じている。 
2002年に入手したレコードの中でベスト5に入るグレイトな作品!!！ 


mxms 

• マ 


I SKINLESS 
7 "EP 

Hater Of God (P.O.BOX 666 Troy, New York 12181-666 USA) 

数あるデスメタルの中で、ライヴの激しさに関しては折り紙付きの 
SKINLESS 。 Relapse からリリースされようが、アンダーグラウンド気質 
そのままに変わる事のない音楽スタイルや姿勢に、改めて惚れなおした 
人も多いと思う。内容は次のアルバム用にレコーディングされたデモト 
ラックにも関わらず、実にしっかりとした出来映えなので、フアンならず 
とも SKINLESS を知るにはもってこいの作品。定番のニューヨーク•スタ 
イルからまた一歩抜け出し、荒々しさが目立つ感じも素晴らしい。もちろ 
ん基本は変わらずブルータル路線まっしぐら。初期の曲を大胆にアレン 
ジした曲も面白い。しかしトロイという町の郵便番号はナイスです。 
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I SLAPSHOT 

『Greatest Hits , Slashes and Crosschecks』CD 

Kingfisher Records 

現在に至るまでの代表曲を収録したベスト盤。また1曲目と2曲目が新 
曲というのが嬉しいではないか。全曲通して聴くと中期の Oi 的なノリも 
悪いわけではないが、彼等の魅力は初期に集中すると思ラのは私だけ 
であろうか 。 「Chip on My Shoulder 」 はいつ聴いても格好良い。しかし 
問題はこの CD がアメリカはもちろんのこと、日本でも流通されていない 
ということ。（ただしヨーロッパ全域ではそれなりに流通されている）こ 
の件で怒ったメンバーはジャケットの白黒を反転させるなどのデザイン 
変更し、地元ボストンの Bridge Nine から再発。ただし内容は同じ。私に 
言わせれば、 Kingfisher から出す方も悪い 0 


I STRONG INTENTION 
『Extermination Vision』CD 

Coaltion(Newtonstraat 212, 2562 KW Den Haag, THE NETHERLANDS) 

新世代スラッシュの大本命による待望の新作。基本路線はあらゆる激速 
サウンドを吸収した INFEST 直系爆走スラッシュ•ハードコアであり、終 
始身震いする程理想系に近い格好良さは、スプリット盤を含む過去4作 
品の中で1番だと思う。1曲目と8曲目に COMIN CORRECT の Rick Ta 
Life が参加し、彼の良さが十分に引き出されているだけでなく、曲的に 
も引き締まってグレイト。 Rick のシンガーとしての個性と実力が光って 
いるのは言うまでもない。 Coaltion からリリースというのも気になる点で、 
現在スラッシュ■ハードコアが世界的に人気はあるけど、その中心がヨー 
ロツパに移行しているひとつの表れのように感じられ興味深い。 




I SU 19 B 
7 "EP 

Blurred Records(482-1 Naka, Kambara, lhara, Shizuoka 421-3213 JAPAN) 

アメリカ米軍キャンプがある神奈川県座間市からの刺客。ドウーミイー且 
つスラッジな暗黒世界からスタートし、ジャケットで表現された無惨に 
破壊され廃虚化した高層建築物のよろに、死を連想させるただならぬ冷 
たい空気感が恐ろしくも全編に渡って漂ろ。一言で言えばハードコアな 
のだが、その絶望的で重苦しい感覚は今はなき GRIFF に近いと感じさせ、 
幸せを感じることのできない悲観的な印象を受けるのだが、それが原動 
力になって聴き手に恐怖感を抱かせてしまうほど迫力あるサウンドにな 
っている。ゆえに強力なメッセージを生んでいると感じた。他のハード 
コア•バンドとは違った視点から物事を捉えた結果なのかもしれない。 


I V . A . 

『Fuerzas UmdasJTape 

現役メキシカン•バンド MARTHA 26 、 TOXIC SHOCK 、 SUBLEVACTION 、 
INSURRECCION を収録したグレイト•コンビレーシヨン。 WWE のルチヤ， 
ドールであるレイ•ミステリオが言葉では言い表わすことができない程格 
好良いオーラがあるのと同じように、今どきの軟派なラップメタル調で 
あつてもなぜか格好良く聴こえてしまうメキシコのパンドは凄いとしか 
言いようがない 。 HIS HERO IS GONE のようなタイプにしろ、ニュー 
ヨーク•スタイルにしろ共通するオーラを発しているのは、長い年月を 
かけてメキシコに対する俺の意識がそ5させた。世界にはたくさんのグ 
レイトなバンドがいると再認識。とりあえず俺としては今メキシコが熱い。 
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I V . A . 

『 Ai . S _ R . R _ 3 way Split CDJCD 

MCR Company (157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 

今年 9 月に HELLNATION が、日本が誇る SLIGHT SLAPPERS と REAL 
REGGAE とジャパン•ツアーを行なったのは記憶に新しいと思う。その 
全激速フアンにとって必見だったツアーを記念してリリースされたのが 
この CD 。 前号で告知した通り、リリースした MCR Company には残念 
ながらストックは既に無くソールドアウト。臨場感たっぶりなライヴ感の 
ある勢い任せの演奏は、実にナイスだしさすがといえる。これは数々の 
ライヴを百戦錬磨行なつてきたパンドだからこそ。各パンド共、限られ 
た時間内に自らの魅力を驚く程引き出している素晴らしい内容なだけに、 
入手していない人はがんばつて探しましよ5。 
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I V . A . 

『Mie City Hardcore vol .2』7 "EP 

MCR Company (157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 

大好評の都市シリーズ久しぶりのリリースは三重編。前回リリースされ 
た8年前と比べてシーンが良い意味で変わったと感じさせた。つまりラ 
イヴと音源において常に素晴らしいパンドが生まれ、育って、活躍して 
いるということ。今回初音源となる CONTRAST ATTITUDE と ALIVE 、 
そして Istl 2インチが大好評だった DECEIVING SOCIETY にしても前 
回の頃は存在しなかったバンドであり、にも関わらずその勢いは今更何 
の説明も要らない程。ノイズ性のあるギターを中心に迫り来るクラスト 
コアに狂喜する。中でもやはり DECEIVING SOCETY の迫力は、他のパ 
ンドより群を抜いて壮絶な印象を与えていてグレイトだ。 


I V . A . 

『This is The Life vol .6 』CD 

MCR Company (157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 

地下シーンに潜み、独自の見解を持って自らを主張するバンドが集結した 
大好評シリーズ第6弾。各バンドに共通する核があるからこそ、所謂ジャ 
ンルの壁を越えることを可能にし、あらゆる音楽スタイルが刺激し合って 
いる。ここに宿る魂を汲み取ることが重要で、新たな力を知ることによっ 
てシーンの活性化につながり、結果多くの人に意見が伝わっていくのだ。 
つまりハードコアの本来あるべき姿は腕力やファッションが重要ではない 
ということ。大した意味を持たないコンビレーションが多い中で、新たな 
力を持ったパンドを取り上げたこうした CD は断固として支持する。基本 
的には現在進行形が重要であって、過去にのみこだわりたくないのだ。 


I V . A . 

『Tomorrow will be Worse vol .3 JCD 

Sound Pollution 

(Distributed by MCR Company:157 Kamiagu Maizuru, Kyoto 624-0913 JAPAN) 
元々ポップセンスはあったので自然な成り行きかもしれんが、初っばな 
から F .0. D によるパフイーちゃんのカヴァーが最高です(笑)。 SNUFF を 
連想してしまったのは私だけか？ IDOL PUNCH もどこかボップ感があ 
るのが人気の秘訣。定評あるライヴに裏付けられた完璧なまでの楽曲 
に脱帽な VIVISICK の 「Border Linej は格好良すぎです。名前がナイスな 
BRODY'S MILITIA 、 ゴーストバスターズをパロったジャケがナイスな 
STRUCK 。 最後は祝復活組の THE FARTZ 。 適度なノイズとスピード感 
はベテラン勢ならではの説得力であり、アクの強いヴォーカルは80年 
代 C 級臭くてグッド!！！ 
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